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1　はじめに

北海道博物館（以下、当館）は、北海道開拓記念館と
北海道立アイヌ民族文化研究センターという2つの道立
施設が統合し、平成27（2015）年4月に開館した。当
館は、北海道の自然・歴史・文化を紹介する北海道立の
総合博物館であり、自然環境と人とのかかわりや、アイ
ヌ民族の文化、本州から渡ってきた移住者のくらしなど
を調査・研究し、北海道民の貴重な宝である資料を収
集・保存し、展示や教育、イベント・事業などを行って
いる。

当館の展示活動は、主に総合展示室、特別展示室で行
う。特別展示室では、当館独自の研究成果を積極的に反
映した特別展（有料）や企画テーマ展（無料）などの企
画展示を、期限を限って開催している。企画テーマ展は、
基本的には当館所蔵資料を中心とする企画展示で、年に
数回開催するものである。当館が実施する研究プロジェ
クトなどでの研究成果や北海道の自然・歴史・文化に関
わる特定のテーマを掘り下げたり、広く捉えたりする展
示や、当館のコレクション紹介、新着資料紹介など、数
多くの当館所蔵資料を紹介する展示である（北海道博物
館 2022）。

令和4（2022）年2月から5月にかけて、『北海道博物
館第19回企画テーマ展・北海道化石会発足50周年記念
展「アンモナイトと生きる－50年の歩みとこれから－」』

（以下、本展）を開催した。これまでの当館におけるア
ンモナイトを中心に展示する展示会は、主として地学担
当の学芸員が展示会を担当し、地質学的見地（どの場所
や時代から発見されるのかなど）、古生物学的見地（ど
のような生き物なのかなど）から構成されてきた。一方、
本展では、化石関連の展示会では関わることの無かった
民俗担当の学芸員が展示構成チームの一員となり、「ア
ンモナイトに関わる人」をテーマに設定して、本展の主
催である北海道化石会（以下、化石会）会員の自慢・思

い出のアンモナイト化石とそのエピソードを個人ごとに
展示したり、会員が化石に興味をもったきっかけ、化石
のクリーニングや保管方法の秘話を展示したりするなど、
新しい試みで構成した。

本稿では、本展の詳細を記録する。まず「2 化石会と
当館の主な活動」では化石会の活動の概要と当館との関
わりについて紹介する。次に「3 本展の概要」では開催
までの経緯と目的、全体スケジュールなどを紹介し、「4 
展示」では具体的な展示内容とその準備過程を紹介する。
そして「5 観覧者を対象としたアンケート調査」では調
査結果を紹介し、最後に「6 おわりに」で全体の成果と
課題を報告する 。

2　化石会と当館の主な活動

化石会は、昭和45（1970）年に、北海道のほぼ中央
部に位置する三笠市幾春別で発足した（表1）。主とし
て北海道に居住する化石愛好家が、化石に対する正しい
知識と理解を深め、交流をはかることなどを目的とする
団体であり、令和3（2021）年度時点の会員数は30名
であった。化石会発足の背景は、三笠市周辺では何種類
ものアンモナイト化石がたくさん見つかり、明治末期か
ら化石採集の愛好者が多くいたことにある。1950年代
には、同市の桂沢ダムの建設工事により、化石の見つか
る地層が水没することとなり、これを契機として、三笠
高校の教員・学生らによる周辺一帯の化石採集が積極的
に進められた。また、九州大学教員の松本達郎氏と、北
海道のアンモナイト化石収集の先駆者である村本辰雄氏
が複数の新種を発見するなど、化石に対する人々の関心
は高まっていった。その間、村本氏や三笠高校の教員
だった菊地正昇氏らが発起人となり、昭和30（1955）
年に三笠化石研究同好会が発足した。この流れを汲み、
化石を対象として採集・研究する団体が複数作られ、化
石会もその1つとして発足した。化石会の活動は、道内
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に所在する博物館をはじめとする諸施設においても活発
に行われており、その功績が讃えられ、平成17（2005）
年には、北海道博物館協会から表彰を受けている（表1）。

当館の前身の1つである北海道開拓記念館（以下、記
念館）は、北海道百年記念事業の一環として、「北海道
の生い立ち、開拓の足跡を示す資料を収集、保存し、展
示して北海道の歴史と未来への課題や可能性の認識に役
立てると共に、今後、道内におけるこの種の施設のセン
ターとしての役割を果たし、北海道の開発に寄与せしめ
る」（「北海道開拓記念館構想」（昭和42（1967）年））
ことを目的に、昭和46（1971）年に総合的な歴史博物
館として開館した（表1）。同年に開催された第3回特別
展「アンモナイト展」において、化石会から化石が出品
され、展示活動の連携・協働が始まった。その後、折々
の展示会でも多数の貴重な化石資料が出品された。また、
昭和47（1972）年には、常設展示を補足することを主
な目的として、特定の専門分野や研究領域ごとに整理し
た資料を分類展示するために設置された収蔵陳列室にも、
化石が出品された。収蔵陳列室における展示は、化石資
料を毎年入れ替える形式であり、記念館が閉館した平成
25（2013）年まで継続された。平成27（2015）年の当
館開館以降は、来館者がくつろぐことのできる休憩ラウ
ンジ*を会場に、当館が推進する道民参加型展示の1つと
して、化石の展示を継続している（＊令和5（2023）年
3月現在は、新型コロナウイルス感染症（以下、コロナ
感染症）対策のため閉室中）。

このように化石会と当館は、「アンモナイトをはじめ
とする化石の魅力をたくさんの方々に伝えたい」という
志を持ち、半世紀以上もの間、協力し合いながら、展示
活動を中心に事業を展開してきた。

3　本展の概要

（1）	開催までの経緯と目的
当館におけるアンモナイトを中心に展示する企画展示

は、平成27（2015）年に第3回企画テーマ展「北海道
のアンモナイトとその魅力」（以下、企画テーマ展）と
して開催した（北海道博物館 2022）。この企画テーマ
展では、筆者の1人である圓谷（地学担当）が、展示構
成チーム（展示構成を担当する職員で作るチーム）の
チーフを担当した。他館における展示会をはじめ、アン
モナイトを中心に展示する展示会は、主として地質学的
見地、古生物学的見地から構成されることが多い。この
企画テーマ展でも、これらの見地を基本としながら「ア
ンモナイトの魅力」をテーマに設定し、さまざまな種類

（形）があること、化石そのものが美しいこと、自分も
新種を発見できるかもしれないワクワクなど、多様な
“魅力”を紹介できるよう展示を構成した。

一方、本展では「アンモナイトに関わる人」をテーマ
に設定した。これまでのアンモナイトを展示する展示会
で取り上げられる“人”は、アンモナイト研究者をはじめ、
歴史的な偉人であることが少なくない。しかし、ここで
指す“人”とは、いわゆる研究者や偉人ではなく、化石を
愛好する化石会の会員個人を中心とした。このテーマを
設定した理由として、化石会の会員と展示の準備を進め
る中で、化石を好きになったきっかけや、化石会加入に
より起こった変化など、会員それぞれに化石や化石会に
まつわるストーリーを持っていることに気づかされたこ
とが挙げられる。また、博物館で展示されるような化石
の多くは、研究者や学芸員ではなく、化石会会員のよう
な熱心な愛好家の手によって収集されており、これらの
化石が博物館に寄贈されることで、展示や普及事業を一
層豊かにすると共に、化石研究の発展にも大きく貢献し
ているという、化石を見るだけではわかりにくい舞台裏

表1　北海道化石会と北海道博物館の主な活動
年度 活動内容 出品点数

昭和45年 1970 北海道化石会（以下、化石会）が、三笠市幾春別で発足。 -

46年 1971 北海道開拓記念館（以下、記念館）が、開館。 -
記念館　第3回特別展「アンモナイト展」（本会発足記念展）にて展示。 ＊詳細は不明

47年 1972 記念館　収蔵陳列室＊1で常設展示（平成25（2013）年の記念館の閉館まで、毎年化石を交換）。 -
58年 1983 記念館　第44回テーマ展「クビナガ竜のいた北海道」にて展示。 ＊詳細は不明

平成12年 2000 記念館　第49回特別展「恐竜とアンモナイトの世界」にて展示（化石会創立30周年記念事業）。 27名　96点
17年 2005 化石会が、北海道博物館協会より表彰。 -
19年 2007 記念館　第148回テーマ展「まるごとアンモナイト」にて展示。 21名　409点
24年 2012 記念館　第69回特別展「アンモナイト」にて展示（化石会創立40周年記念事業）。 15名　361点

27年 2015
北海道博物館（以下、当館）が、開館。 -
当館　休憩ラウンジの「道民参加型展示＊2」にて展示（～現在。毎年化石を交換）。 -
当館　第3回企画テーマ展「北海道のアンモナイトとその魅力」にて展示。 11名　102点

＊1 �「収蔵陳列室」：昭和47（1972）年に、記念館の常設展示を補足することを主な目的として、特定の専門分野や研究領域ごとに整理した資料を分類
展示するため設置された部屋

＊2 「道民参加型展示」：当館の道民参加の推進の一環として、中二階にある休憩ラウンジで行われる展示
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を紹介したいと考えたことにあった。そして、本展は入
場料が無料の展示会であり、多くの方々に気軽に観覧い
ただくことができるからこそ、アンモナイトになじみの
無かった観覧者にも楽しんでもらいたいという意図も
あった。

以上のことから、本展では、化石会の会員個人を中心
とした「アンモナイトに関わる人」を紹介することで、
化石と化石会、当館の活動をより身近に感じてもらえる
ようにすることを目的とした。

（2）	会期
当館が、令和元（2019）年度までに開催した企画テー

マ展の会期は、最長で57日間であった（北海道博物館
2022）。令和2（2020）年度以降、コロナ感染症の感染
拡大に伴う行動制限や臨時休館などの措置により、展示
会そのものが中止になったり、会期が短くなったりする
状況にあった。そのため本展は、これらの措置が講じら
れたとしても、できる限り多くの方々に観覧いただける
よう、令和4（2022）年2月19日（土）～5月22日（日）
の80日間（休館日を除く）と、会期を拡大することと
した。幸いなことに、会期中にこれらの措置が講じられ
ることはなく、予定どおり開催することができた。

（3）	全体スケジュール
当館が開催する企画展示は、中期的な展示会計画を策

定し、数年前から準備を進めている。本展の計画が立案
されたのは、令和元（2019）年度である（表2）。本来
であればこの時点で、展示の立案者をチーフとする展示
構成チームを立ち上げて、展示会の開催方針を定め、展
示資料の調査や調整などを進めることになる。しかし、
コロナ感染症による種々の措置が講じられたことにより、
本展の開催方針が固まったのは令和3（2021）年6月と、
開催まで8か月に迫っていた。その後も、行動制限の措
置が継続したことにより、展示資料の調査や化石会会員
への聞き取りなどの準備にかけられる期間はさらに限定
されることとなった。 

令和3（2021）年6月以降、感染防止対策を講じなが
ら、当館と化石会の担当者による展示会会議を7月、8月、
11月に開催し、化石会会員へのアンケート調査や聞き
取り調査を9月、10月、11月に行い（写真1）、野外調査
を10月に実施した（写真2）。また、当館が収蔵する化
石会あるいは化石会会員から寄贈されたアンモナイト化
石を展示するため、三笠市立博物館の協力を得て、現在
の研究知見に沿って資料の学名や産出時代を体系的に見
直す再整理作業を実施した（このことは、本紀要の久保
見ほか（2023）を参照いただきたい）。さらに、チラシ
やポスター、ウェブサイトなど、広報活動で使用するた

めの写真撮影やデータ作成を8月、12月に行った。展示
を印象付けるメイン写真は、本展のテーマである「アン
モナイトに関わる人」を多くの方に身近に感じてもらえ
るよう、力強くも温かみのあるデザインを目指した。今
回は、長年活動を行ってきた、化石会の藤原会長に、ア
ンモナイト化石を手にもっていただき、クローズアップ
した写真を使用することとした（写真3）。

令和4（2022）年1月以降は、化石会の展示資料を搬
入し、展示設営などの作業を開始し、これらの様子を当
館のTwitterで公表した（写真4）。開催前日には、マス
コミ向け内覧会を開催し、報道機関4社から取材を受け
た（写真5）。本展の開催期間が比較的長期間であるこ
とから、通常、会期前に近隣施設などに配布するチラシ
やポスターの広報物は、会期途中の3月に発送すること
とした。4月から5月には、化石会とも連携して関連講
座を複数回実施した（写真6）。さらに、長年にわたる
化石会の貢献に感謝の意を表するため「感謝状の贈呈
式」を開催した（写真7）。

以上の展示準備、広報や教育普及活動は、展示構成
チームをはじめ、当館職員で構成する「展示プロジェク
トチーム」が中心となり運営した（北海道博物館 
2022）。

（4）	展示シナリオ
本展の展示シナリオは、展示構成チームの圓谷、久保

見、尾曲の3名の学芸員で原案を作成し、化石会と逐次
議論しながら検討を進めた。その結果、以下の3章とす
ることとなった。

第1章は、「北海道とアンモナイト」と題し、北海道
からアンモナイト化石が数多く産出する秘密や、人と地
質が関わってきた歴史、アンモナイトがいた頃から現在
までの北海道の成り立ちなど、主に地質学的知見から紹
介した。担当は、久保見（自然研究グループ 地学担当）
が務めた。

第2章は、「私の自慢・思い出のアンモナイトたち」
と題し、化石会会員 14 名が出品するアンモナイト化石
など、152 点を個人ごとに展示ケースを分けて、化石
にまつわる自慢・思い出のエピソードと共に展示した。
担当は、圓谷（自然研究グループ 地学担当）が務めた。

第3章は、「アンモナイトと関わる人たち」と題し、
普段は家や地域のしきたりなどを研究している民俗担当
の学芸員が、アンケートや聞き取り調査から、これまで
見えてこなかった各会員が化石に興味をもったきっかけ
や化石を探すコツ、保管方法などを紹介した。担当は、
尾曲（生活文化研究グループ 民俗担当）が務めた。
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（5）	展示構成
（4）展示シナリオを基に、各章の詳細を定め、会場

のレイアウトを作成した（図1）。会場となる特別展示
室は、観覧者の出入口が1つであり、この出入口のある
“広い部屋（右側）”と“狭い部屋（左側）”の2つに分か
れている。本展では、広い部屋（右側）を展示空間とし、
狭い部屋（左側）は展示機器材や資料の梱包資材などを
保管するバックヤードとした。また、コロナ感染症対策
のため、資料や展示ケース、解説パネルなどの配置はで
きる限り間隔をとるように工夫し、展示設営にかかる各
作業でも、作業する職員の3密や接触が極力発生しない
よう配慮した。

なお、図版と展示資料リストは、参考資料として本稿
末に掲載する（本稿の図版では、化石会会員が出品した
化石を掲載し、当館所蔵の資料は本紀要の久保見ほか

（2023）で掲載する）。

表2　全体スケジュール

年月 内容

令和元(2019)年

北海道化石会（以下、化石会）から、令和3（2021）年度の展示会開催の打診を受け、北海道博物館（以下、当
館）展示ワーキングチーム会議＊1などで議論し、2021年度の開催を目指すこととなった。しかし、新型コロナウ
イルス感染症の感染拡大により、当館でも臨時休館等の措置が講じられたことで、展示会の開催はもちろん、そ
の見通しを立てることも困難となった。一方、当館と化石会の担当者は、展示会の開催を目指して協議を重ねた。

令和3(2021)年
6月

「北海道博物館第19回企画テーマ展・北海道化石会発足50周年記念展」として、令和4（2022）年2月19日
（土）～5月22日（日）の会期で開催する方針が固まる。また、当館が収蔵する地学資料の内、化石会あるいは化
石会会員から寄贈された資料を展示するため、整理作業（6月～9月）を開始。

2021年7月 当館と化石会の担当者による「第1回 展示会会議」を開催。展示会の基本的方針を協議。

2021年8月 「第2回 展示会会議」を開催。具体的な展示内容やスケジュールを協議。また、広報で活用するため、化石会が所
有するアンモナイト化石などを撮影。

2021年9月 化石会会員へのアンケート調査を実施。

2021年10月 化石会会員への聞き取り調査と、化石会のアンモナイト採集に同行し、野外調査を実施。

2021年11月 化石会会員への聞き取り調査を実施。また、「第3回 展示会会議」を開催。本展の実施に関する「協定書」を締結。

2021年12月 当館が収蔵する化石会あるいは化石会会員から寄贈された資料の「第1回再整理作業」を三笠市立博物館の協力
により実施。また、ポスターやチラシなど、広報物の作成を開始。

令和4(2022)年
1月 化石会会員の展示資料を搬入し、展示設営などの各作業を開始。

2022年2月 当館の公式Twitterで広報を開始。

2022年2月18日 マスコミ向け内覧会を開催（報道機関4社による取材）。

2022年2月19日 展示会開会。

2022年3月 「第2回再整理作業」を三笠市立博物館の協力により実施。ポスターやチラシなどを近隣施設に発送。

2022年4月 当館所蔵資料の展示入れ替えを実施。また、関連事業のミュージアムカレッジ「学芸員が語る！第19回企画テー
マ展の見どころ」を開催。

2022年5月
化石会への「感謝状贈呈式」を実施（報道機関2社による取材）。また、関連事業の特別イベント「石の中からホ
ンモノの化石を掘りだしてみよう！」、ちゃれんがワークショップ「アンモナイト折り紙で学ぶ生物の「かたち」
の不思議」を開催。

2022年5月22日 展示会閉会。展示撤収などの各作業を開始（～6月上旬）。

＊1 展示ワーキングチーム会議
当館では、総合展示、及び企画展示などの事業を円滑に進めるため、館内の内部組織として学芸部長を座長とする展示ワーキングチームを設置してい
る。主な任務は、総合展示、及び企画展示の運営方針・内容についての検討、外部からの提案による展示企画などについての検討などである（北海道
博物館 2022）。

写真1　聞き取り調査
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写真6　�特別イベント「石の中からホンモノの化石を掘りだ
してみよう！」

写真5　マスコミ向け内覧会

写真2　野外調査

写真7　感謝状贈呈式

写真4　当館Twitter

写真3　チラシの表面
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4　展示

（1）	タイトル・導入
当館と化石会による開催の挨拶のパネル、展示を観覧

するために必要となるアンモナイトの基本情報をまとめ
たパネル（生物としての特徴や殻の部位の名称など、古
生物学的見地の内容）を展示した（図2）。また、本展
全体の概要を記した、解説パンフレット（無料）を配布
した（写真8）。

（2）	第1章 北海道とアンモナイト
（2）-1 展示内容

北海道中央部や東部に分布する「蝦夷層群」や「根室
層群」と呼ばれる白亜紀～古第三紀の海で堆積した地層
の内、白亜紀の地層からは数多くのアンモナイト化石が
見つかっており、今日に至るまで研究者や化石愛好家に
より調査・研究が進められてきた。その調査・研究は、
150 年ほど前に、開拓使が北海道の地質調査のために
雇い入れたアメリカ人の鉱山学者であるベンジャミン・
スミス・ライマン（以下、ライマン）らが実施した炭田
調査から始まった。本章では、これらの背景を踏まえ、
ライマンらが作成した地質図を中心に、北海道からアン

モナイト化石が数多く産出する秘密、人と地質が関わっ
てきた歴史、アンモナイトが生きていたころから現在ま
での北海道の成り立ちを示す古地理図のパネル、および
関連する実物資料を用いて、主に地質学的見地で展示し
た（写真9）。以下、本章の展示内容を紹介する。

（2）-1-1） 北海道は日本一のアンモナイト産地！
「なぜ北海道から数多くのアンモナイト化石が産出す

るのか？」に焦点を当て、アンモナイト化石が産出する
蝦夷層群や根室層群の分布地域と地層が重なる順序（層
序）の概要のパネルを展示した（写真10、図3）。また、
アンモナイトは、殻の巻き方の違いによって2つのグ
ループに分けることができ、平面に巻いた形の殻をもつ 
“正常巻き”と、巻きがほどけてバネやクリップのような
形の殻をもつ “異常巻き” があることを示すため、3点
の実物化石を展示した（写真11）。

（2）-1-2） 北海道の地質学とアンモナイト研究の発展
「北海道の地質学とアンモナイト研究のはじまりと発

展」に焦点を当て、ライマンらが実施した鉱産資源の実
態調査と炭田開発の概要のパネルを展示した（写真10、
図4・5）。パネルでは、ライマンが助手たちと協力して
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図1　会場平面図
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写真8　タイトル・導入の展示

写真9　「第1章 北海道とアンモナイト」の展示

写真10	� 「北海道は日本一のアンモナイト産地！」と「北海道
の地質学とアンモナイト研究の発展」の展示

写真11　アンモナイト化石の展示（当館収蔵）

アンモナイトは、約 4 億年前～ 6,600 万年前の海にす

んでいた殻を持つ生き物です。ティラノサウルスや

カムイサウルスなどの恐竜（非鳥類型恐竜）と同じよ

うに、地球上から完全にいなくなってしまいました。

しかし、地中に埋もれて、殻などのかたい部分が化石

となったことで、私たちはその存在を知ることがで

きます。これらの化石は、はるか昔の海の様子を教え

てくれる大切な宝物といえます。

～アンモナイトとは～

アンモナイトと言えば、くるくると平面に巻いた形の

殻をイメージすることが多いため、巻貝の仲間と思わ

れがちです。しかし、殻やエサを食べるときに使う顎

器などの、化石の特徴を詳しく調べたところ、イカや

タコの仲間（頭足類）であることがわかっています。

アンモナイトは、殻の巻き方の違いによって、２つの

グループに分けることができます。くるくると平面に

巻いた形の殻をもつものは “正常巻き”。巻きがほどけ

ているもの、バネやクリップのような形の殻をもつも

のは “異常巻き” と呼ばれます。“異常” といわれますが

一定の規則に従って巻いており、奇形や病気によるも

のではないと考えられています。また、殻が厚いもの

や薄いものがあったり、殻の表面に肋や竜骨などの装

飾があったりと、いろいろな形があります。

１．絶滅した生き物！

２．実は、イカやタコの仲間！

３．いろいろな形がある！

アンモナイトの顎器の化石
（下あご ）　＊赤矢印が先端部

現生のスルメイカの顎器
（下あご）　＊赤矢印が先端部

“正常巻き” アンモナイト “異常巻き” アンモナイト

殻の各部の名称

へそ
竜骨

肋

しょく

きけい

りゅうこつろく

ぜつめつ

から

とくちょう

がく

き

とうそくるい

せいじょう

いじょう

きそく したが

きょうりゅう

う

くわ

そう

図2　「アンモナイトとは」の解説パネル

図3　「北海道は日本一のアンモナイト産地！」の解説パネル
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調査した様子を伝えるため、北海道大学附属図書館が所
蔵する「ライマン氏と助手たち（東京麹町区平河町のラ
イマン邸にて）」（請求番号：S(b)142）の写真を借用した。
また、ライマンらの調査成果である「日本蝦夷地質要略
之図（A Geological Sketch Map of the Island of Yesso, 
Japan）」の実物資料を展示した（写真12）。歴史研究グ
ループの三浦泰之学芸主幹の指示を受けて、インクの退色
を防ぐため、適切な照度の下で展示した。さらに、現在
の北海道の地質を知ってもらうため、産業技術総合研究
所地質調査総合センターが公開する20万分の1シームレ
ス地質図を参考に、本章の担当者が作成した「現在の北
海道の地質図」のパネルも展示した（図6）。ライマンた
ちが作成した当時の地質図と現在の地質図を見比べても
らうことで、アンモナイト化石を含む地層や石炭層がど
こに分布するのかを確認してもらうのと同時に、当時の
地質図の精密さや正確さを感じてもらうことを目指した。

（2）-1-3） いざ、アンモナイトの世界へ！
「北海道の成り立ち」に焦点を当て、現在からアンモ

ナイトが生きていたころまでの間に、地史学的に重要な
出来事のあった、①現在～第四紀（約2万年前）、②新
第三紀中新世（約2,000万～1,300万年前）、③古第三紀
始新世（約5,000万～4,500万年前）、④後期白亜紀カン
パニアン～マーストリヒチアン（約8,000万～6,600万
年前）の4つの時代の、古地理図を作成し、その概要と
大地の変動の原動力であるプレート運動を解説するパネ
ルを展示した（図7～10）。古地理図の展示は、古い時
代（後期白亜紀）→新しい時代（現在）の順に展示する
ことが多いが、本展示では新しい試みとして、観覧者に
アンモナイトがいた世界へとタイムスリップしながら、
北海道がどのように成り立ったのかを理解してもらうこ
とを目指し、あえて新しい時代（現在）→古い時代（後
期白亜紀）の順番で展示した。また、北海道の成り立ち
を考えるうえで非常に重要な岩石として、日高山脈の構
成要素である新第三紀中新世の「かんらん岩」、北海道の
産業を支えた古第三紀始新世の「石炭」の実物資料をそ
れぞれの時代のパネルと共に展示した。最後に、これら
の古地理の変遷を一連の流れで再確認できるよう、デー
タをデジタルサイネージに格納して展示した（写真13）。

（2）-2 展示準備
本章は、ライマンらが作成した地質図を中心に、北海

道の地質や古地理の変遷など、主に地質学的見地から展
示を構成した。展示の準備では、多数の文献資料の調査
を行い、各パネルを作成した。内容の性格上、地質学に
関する専門用語を多用せざるを得ず、観覧者にやや難し
い印象を与えてしまうことを考慮して、できる限り平易

な言葉で、かつ文章量も抑えるよう心掛けた。文章や図
などは、パネルにする前に、展示構成チーム以外の当館
学芸職員にも読んでもらい、適宜修正した。以下に、パ
ネル作成に用いた文献資料や補足的な内容を記述する。

（2）-2-1） 北海道は日本一のアンモナイト産地！
北海道のアンモナイト化石が産出する蝦夷層群と根室

層群の分布地域や層序、産出するアンモナイト化石の特
徴について文献資料の調査を行った。

極東ロシア・サハリン西部～北海道にかけて、前期白
亜紀アプチアン（約1億2,100万年前）～古第三紀暁新
世の蝦夷層群が分布する（Takashima et al. 2004）。蝦
夷層群は、礫岩、砂岩、泥岩、および凝灰岩を主とする
海成あるいは河川成の地層であり、東アジア大陸縁辺で
堆積したと解釈される（君波 1989；Takashima et al. 
2004など）。また、北海道東部の白糠丘陵や釧路～厚
岸～根室周辺には，後期白亜紀マーストリヒチアン（約
6,600万年前）～古第三紀暁新世および始新世の根室層
群が分布する（Kiminami 1983）。根室層群は、泥岩や
砂岩などを主とする海成の地層で、オホーツク海プレー

写真12　�「 日 本 蝦 夷 地 質 要 略 之 図（A Geological Sketch 
Map of the Island of Yesso, Japan）」（当館収蔵）

写真13　デジタルサイネージの展示
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トの海溝に沿った前弧海盆で堆積し、蝦夷層群とは異
なった堆積場と解釈される（Kiminami 1983; Okada et 
al. 1987など）。

これらの地層は、ノジュールと呼ばれる石灰質団塊を
多く含み、アンモナイトなどの化石が良質な状態で保存
される場合が多い（Matsumoto 1942, 1943; 成瀬ほか 
2000など）。そのため、北海道から約500種類以上のア
ンモナイト化石が報告されており、世界有数の産地とし
て有名である（Toshimitsu and Hirano 2000）。これら
のデータを取りまとめ、図3の解説パネルを作成した。

（2）-2-2） 北海道の地質学とアンモナイト研究の発展
北海道におけるライマンらの活動と功績、その後の地

質学やアンモナイト研究の発展について文献資料の調査
を行った。

北海道の地質学のはじまりは、鉱産資源の実態調査と
炭田開発がきっかけである（日本地質学会編 2010、在
田ほか2008など）。明治5（1872）年、北海道に招かれ
たライマンとその助手たちは、北海道全島の地質を約3
年間調査し、日本の地質学に貢献した。明治6（1873）
年、ライマンは、外国人助手のヘンリー・スミス・マン
ローおよび日本人助手6名と共に、北海道南部（茅沼炭
山や幌内炭山など）で地質測量・炭田・石油調査を行い、
積丹半島・定山渓・有珠山・登別・樽前などを巡回調査
した。明治7（1874）年には、新たに4名の助手を加え、
ライマンを含む計12人態勢で、蝦夷層群や石狩層群が
分布する石狩や雨竜の炭田地域から、中生代変成岩類

（神居古潭変成岩類）が分布する神居古潭や上川を経て、
道東の釧路や根室、北見から宗谷をまわり、全道の地
質・炭田調査を完了させた。明治8（1875）年には、主
に茅沼と旭川に分布する各炭田の詳細な再調査を行った。
この時、過去2年間の調査結果や技術を応用し、調査に
熟練してきた助手たちは、美唄や奈井江などで良質な石
炭層を発見し、幌内から旭川にかけて石炭層が連続して
いることを明らかにした。この時、北海道の炭田調査や
開発の基礎が確立した。これらのデータを取りまとめて、
図4、5の解説パネルを作成した。

上述の調査結果を基に、明治9（1876）年、日本で最
初の広域地質図となる「日本蝦夷地質要略之図（A 
Geological Sketch Map of the Island of Yesso, 
Japan）」を作成した（Lyman et al. 1876）（写真12）。
この地質図ができたことにより、アンモナイト化石を含
む地層や石炭層の分布地域など、北海道の地質の全貌が
明らかになった。また、アンモナイト化石が科学的に認
知されたことにより、横山又次郎、神保小虎、および矢
部長克といった研究者によって、生層序学的研究・古生
物学的研究が本格的に行われるようになった。このよう

図4　「北海道の地質学とアンモナイト研究の発展」の解説パ
ネル

図5	「ライマンたちによる北海道全域の地質・炭田調査の年
表」の解説パネル
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に、石炭の分布域や埋蔵量を把握するというライマンら
の業績は、北海道の産業を発展させただけではなく、そ
の後の化石研究者や化石愛好家の活動の礎となり、現在
の精密かつ正確な地質図の作成へとつながる。

（2）-2-3） 北海道の古地理の変遷
北海道の古地理の変遷について文献資料の調査を行っ

た。
北海道の成り立ちを考える上で地史学的に重要な出来

事があった、①現在～第四紀（約2万年前）、②新第三
紀中新世（約2,000万～1,300万年前）、③古第三紀始新
世（約5,000万～4,500万年前）、④後期白亜紀カンパニ
アン～マーストリヒチアン（約8,000万～6,600万年前）
の4つの時代に分けることとした。
①�現在～第四紀（約2万年前）

現在の地球表層には、「プレート」と呼ばれる岩盤の
板で覆われている。北海道周辺には、北米プレート、
ユーラシアプレート、および太平洋プレートが存在する．
太平洋プレートが北米プレートの下に沈み込むことで、

「千島海溝」が形成されている。第四紀（約2万年前）
の北海道は寒冷な環境であり、周辺の海が氷で覆われて
いた。この頃、マンモスゾウやバイソンが大陸から北海
道へと渡ってきた。本時代の古地理図は、野田・後藤

（2004）などを参考に作成した。
②�新第三紀中新世（約2,000万～1,300万年前）

約2,000万年前、オホーツクプレートに割れ目が形成
され、日高主衝上断層などに沿った右横ずれ運動によっ
て、北海道の東側部分が南方向へと移動した。その後、
東側部分が、現在とほぼ同じ位置にあった西側部分にぶ

つかった。約1,300万年前、北海道の西側部分にぶつ
かった東側部分がめくれあがることで、日高山脈ができ
あがった。その時、地下深部で形成された深成岩類の一
つである「かんらん岩」が地表に顔を出した。本時代の
古地理図は、Kimura et al. （1996）、Usuki et al. （2006）、
およびTakahashi et al. （2021）などを参考に作成した。
③�古第三紀始新世（約5,000万～4,500万年前）

約5,000万年前、西へと動いてきた北海道の東側半分
は、ユーラシアプレートと激しくぶつかり始めた。約
4,500万年前の北海道の西側部分は、森林で覆われてお
り、河川が流れる広大な陸地であった。この頃の東アジ
ア大陸沿岸では、「石狩層群」と呼ばれる、砂や泥から
なる河川成あるいは浅海成の地層が堆積し、その中で植
物がやがて湖や沼にたまり、三笠や夕張などで見られる

「石炭」へと変化した。本時代の古地理図は、君波
（1989）およびTakahashi et al. （2021）などを参考に
作成した。
④�後期白亜紀カンパニアン～マーストリヒチアン（約

8,000万～6,600万年前）
約8,000万～6,600万年前、北海道の西側部分は、今

の中国やロシアなどがある東アジア大陸の一部であった。
北海道の東側部分は、遠く離れた場所で火山活動を伴う
島々（古千島弧）であった。広大な大陸縁辺では、恐竜
が歩き回り、海ではアンモナイトが悠々と泳いでいた。
この頃、東アジア大陸の沿岸では「蝦夷層群」、古千島
弧では「根室層群」と呼ばれる、砂や泥からなる海の地
層が堆積し、恐竜やアンモナイトの化石が保存された。
本時代の古地理図は、君波（1989）などを参考に作成
した。

図6　「現在の地質区分図と凡例」のパネル
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図7　「いざ、アンモナイトの世界へ！（現在～第四紀の古地理）」の解説パネル

図8　「新第三紀の古地理」の解説パネル
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図9　「古第三紀の古地理」の解説パネル

図10　「後期白亜紀の古地理」の解説パネル
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以上のように、データを取りまとめて、図7～10の解
説パネルを作成した。また、これらをデジタルサイネー
ジでも表示できるようデータを作成した。

（3）	第2章 私の自慢・思い出のアンモナイトたち
（3）-1 展示内容

本章では、化石会の会員 14 名が出品するアンモナイ
ト化石などを、個人ごとに展示ケースを分け、化石にま
つわる自慢・思い出のエピソードを記載したパネルと共
に展示した（写真14）。

化石は、アンモナイトをはじめ、ウニやサメなど計
152点である。大きさや種類（形）、産出する時代や産
地も多種多様であり、長年培った巧みな技術によってク
リーニング（化石の周囲の余分な石などを取り除く作
業）された化石である（写真15、16）。また、化石にま
つわるエピソードは、化石に興味を持つきっかけになっ
た化石、化石会入会時に採集した化石、初めて自らク
リーニングをした化石、非常に珍しい化石、あるいは愛
犬が見つけた化石など、それぞれの興味深い自慢・思い
出を展示した（表3）。

（3）-2 展示準備
出品する化石は、当館の展示構成チームと化石会で協

議し、2つの条件を設定した。1つ目は、「所有する化石
の中でも、特に観覧者に見てほしい自慢・思い出の化石
であること」である。この“自慢・思い出の化石”とは、
いわゆる化石の学術的価値だけを示すものではなく、会
員個人が“自分の人生において重要と感じる化石”を示す。
当初は、“自慢の化石であること”とする想定であったが、
化石会から「自慢と限定してしまうと、入会から日の浅
い会員や手持ちの化石が少ない会員などが出品に躊躇し
てしまう可能性がある」との指摘を受けたため、“思い
出”を追加した。2つ目は、「出品する化石の内、少なく
とも1つには、その化石にまつわるエピソードを添える
こと」である。文章は、会員それぞれに作成してもらう
ことを基本とし、文字数は観覧者が気軽に読めることを
目指して200文字程度、最大400文字以内とした。一方、
自分に関することではあるものの、会員が文章を執筆す
る機会は乏しく、苦手意識を感じてしまい、化石の出品
を躊躇する可能性も想定された。そこで、文章の作成が
困難な場合は、会員を対象に実施したアンケート調査

（本章（4）で後述）、あるいは別途聞き取り調査を実施
して得られた情報を基に、学芸員が執筆することも可能
とした。

次に、出品する化石の数は、これまでに開催した展示
会を振り返ると、数多くの化石を展示することが愛好家
にとって、また観覧者にとっても望ましいということは

認識していた。一方、本展では上述のとおり、化石と共
に会員（人）を感じてほしいという目標があること、さ
らに種々のコロナ感染症対策を考慮して、展示作業をす
る側も、観覧する側も安心できるように工夫する必要が
あった。そのため、今回は約150点と限定することとし
た。加えて、露出やハンズオンも可能な大きな化石の展
示も議論されたが、コロナ感染症対策の観点から断念せ
ざるを得なかった。これらの諸条件等を基に、出品する
化石の選定などは、化石会が調整を担当することとなっ
た。

出品する化石が選定された後、学名、数、大きさ、産
地などの情報と、エピソードの原稿を当館に提供しても
らった。これらの情報や原稿を基に、学芸員が使用する
展示ケースを選定し、資料キャプションや解説パネルな

写真14　「第2章 私の自慢・思い出のアンモナイトたち」の展示

写真16　化石会の冨田副会長の展示

写真15　化石会の藤原会長の展示（一部）
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氏　名 学　名 自慢・思い出のエピソード

冨田 秋男 氏 Prionocyclus aberrans （cobbani）

化石に興味を持ったのは、三笠高校に入学したとき、三笠の桂沢ダムの建設中
で、三笠高校の菊地正昇先生が、「ダムが完成するとダム内にある中生代白亜紀
の地層が埋まってしまって世界的に貴重なアンモナイトが失われる」というこ
とで、三笠高校の生徒に手伝ってもらって収集していたので、それに参加した
のがきっかけでした。
この化石は、私が化石会に入会した昭和45（1970）年に、空知管内の河川の砂
防工事の時に採集したものです。

八島 一夫 氏 Menuites sp.

小学2年生頃にもらったアンモナイトのかけらが一番のお気に入りです。当時は
植物か何かの化石だろうと思い大切にしていましたが、高校生になってからは
アンモナイトの「縫合線」ということが判明しました。「縫合線」の不思議さに
魅かれ、いつかはアンモナイトを採ってみたいと思うきっかけとなった化石です。
今では、ほぼ完全なアンモナイトを採取することもありますが、約半世紀（お
よそ55年前から）ずっと大切にしてきた化石です。

佐々木 孝 氏 Neomphaloceras sp.

化石に興味を持ったのは、若い時に初めてつれていってもらった化石採集の時
に、アンモナイトを見つけて楽しかったことがきっかけです。その後、化石会
のKさんとの出会いで入会しました。
この化石は、10年以上前、空知管内にあるなじみのフィールドを訪れた際に見
つけたものです。これからも、元気なうちはずっと化石採集を続けたいです。

小川 益弘 氏 Anagaudryceras howarthi

化石採集を始めて2年目、空知管内の川に向かう途中、林道を走っていると雪解
け水が流れるような窪み状の場所を発見。誰もが通りすぎるような場所だが、
車を止めて覗いて見ると、15センチ四方の石を発見。アンモナイトの一部が覗
いている、山で石を割ると碌なことがないので、そのまま家へ持ち帰りました。
家でクリーニングを始めたが、実は本格的にクリーニングを行うのは、この石
が初めてでした。苦労のすえクリーニングが終了。
自分にとって、初めてクリーニングをした化石であり、後に、あまり多産しな
い種類であることが分かったこともあり、思い出の一品となっています。

伊豆 斉 氏 Anagaudryceras limatum

見つけた時点で川の水でだいぶ削られており、化石の部分はほぼ今の状態でし
た。普段であれば、ノジュールを割り、出てきた化石は全体が見えるようきれ
いにクリーニングするのですが、この化石はきれいに見えているので、あえて
そのままにしています。これまで集めた何千点ものなかで、このような化石は
唯一なので、この中では特に思い出深い化石です。

藤原 寛一 氏 Oxytropidoceras sp.

アルビアン階（約1億1,300万～1億50万年前） の地層が露出する地域での巡検
調査、何時もの様に最後尾を歩きました。此れが私のパターン。枝沢最上流部
にて、片手に乗るほどのノジュール。片隅を割ると直ぐに痕跡が。然し複雑そ
うに見える痕跡、心の中ではドビレセラスの一種（Douvilleiceras sp.）。其れから
6～7年と冬眠。
何と産出個体数も非常に少ない「オキシトロピドセラス」。保存状態がよく立派
なキールに薄く高く流れる様な立派な肋が。
これが私のアルビアン階の宝物です。

谷口 治樹 氏 Gaudryceras hamanakense

本州では連日猛暑日が続く中、道東地方特有の肌寒く湿気も感じる気候の中で
私は、愛犬「ゴン介」君と、釧路管内に化石を探しに出発しました。雄大な道
東の道を走り、きれいな海岸線を走り、やがて小さな漁村に到着。コンブ干場
に注意しながら車を進めていくと、どんよりとした灰色の太平洋が出現。晴れ
たら最高の景観だろうと思いながらも、早速海岸線に移動。足場の悪いガレ場
を少し歩くと、砂岩が露出した場所（露頭）が出現。私はわくわくしながら化
石の探索を開始しましたが、なかなか化石を発見できません。しばらくして後
の方の波打ち際でゴン介君の吠える声が。助けを求めているのかと、しぶしぶ
迎えに行くと、なんとその足元には砂岩の塊が、そしてその中にはアンモナイ
トの影が！ やった、でかしたわが愛犬よ。待ちに待ったゴードリセラス・ハマ
ナカエンゼ発見。
その後、私は満足感を抱きつつ帰路へ。そして助手席にも満足そうに寝息を立
てている「ゴン介」君がいました。
今はもう、この露頭も「ゴン介」君も在りませんが、このゴードリセラス・ハ
マナカエンゼは、特に私の思い出の詰まった化石です。

唐沢 直道 氏 Collignoniceratidae

数年前の6月、先輩S氏から「留萌管内の川の支沢にアンモナイトを採りに行こ
う」と誘いがありました。入ったことのない沢だったのでうれしい話でした。ノ
ジュールを探しながら沢を上ると、二股に分かれており、右方向の沢を今回の
ポイントに選びました。ハウエリセラスを中心にサントニアン階（約8,630万～
8,360万年前）の地層の化石を採取、リュックはノジュールで満たされ、心地よ
い重さの巡検となりました。
秋になり、この年同地域の最後の巡検。狙いは6月に入った支沢の左の沢。沢を
上り二股から左の沢に入りました。ノジュールを見つけ、ハンマーをあてると
肋の強い化石が顔を見せました。珍しいアンモナイトだと思いました。
クリーニングを終え、後日、F氏宅に化石を持ちこみ、同定してもらう（どの種
類かを調べてもらう）ことにしました。F氏も「見たことのある化石だけど即答
はできない」という話でした。しばらくして、F氏から「知り合いが、コリン
ニョニセラス科の一種（サブモルトニセラスの一種の子どもの可能性も？）で
はないかといっていた」という回答がありました。

表3　会員の自慢・思い出のエピソード
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どを作成した。化石の展示に当たっては、個人宅の室内
や倉庫などに保管されていたことを考慮して、まず展示
室外で化石の保管・搬送用の箱を開梱し、化石の状態、
汚れや文化財害虫の有無などを目視により確認して、ア
ルコールを用いた清掃作業を行い、その後、展示室内に
搬入して展示作業を行った。

（4）	第3章 アンモナイトと関わる人たち
（4）-1 展示内容

本章では、化石会の会員や地学担当の学芸員といった
「アンモナイトと関わる人」がどういった人たちなのか
わかりやすく伝えることを目的とした。そのため、地質
図や化石のような実物資料ではなく、聞き取り調査で得
られた情報を会話形式で記載したパネル中心の展示とし
た（写真17）。以下、本章の展示内容を紹介する。なお、
括弧内はパネルのタイトルである。
①�基本情報と学芸員の仕事の紹介（「化石と関わる

人々」～「学芸員のお仕事　その2」）
導入として、「化石と関わる人々」では、化石会の藤

原会長、小川事務局長と圓谷、久保見、尾曲3名を紹介

した（図11）。次に、「学芸員のお仕事　その1」では博
物館に化石が収蔵されるまでの流れを説明し、併せて化
石会あるいは会員から寄贈されたアンモナイト化石を展
示した。「化石ってどうやって探すの？　その1、その2」
では、藤原会長と小川事務局長に説明してもらうかたち
で化石の探し方や必要な道具類、コツなどを記載した。

「学芸員のお仕事　その2」では、地学担当の学芸員の
調査研究において、化石を採集する以外の作業があるこ
とを示した。また、学芸員が野外調査で用いるクリノ
メーターやピックハンマーなども展示した。
②��化石会の成り立ちと活動（「化石会の活動」～「一年

間の活動」）
化石会の成り立ちから現在に至るまでと、一年間の活

動内容を会話形式あるいは年表にした（図12）。一年間
の活動のうち、新年会では会員同士がその年に採集した、
あるいはクリーニングをした、これまで化石会で披露し
ていない化石を持ち寄り、品評会をして翌年の化石会の
年賀状に掲載する化石を決めるというエピソードにちな
み、年賀状を3枚展示した。

氏　名 学　名 自慢・思い出のエピソード

都築 三四男 氏 Jimboiceras planulatiforme
Gaudryceras denseplicatum

小学生の頃、通学路の崖から二枚貝、葉の化石が取れたので、自然と化石に親
しんでいました。本格的にアンモナイトに興味を持ったのは就職後。仕事の関
係者の自宅で見せてもらった、アンモナイトの美しさと種類の多さです。化石
会入会後は、たくさんの会員と展示会、懇親会等で交流を深め、アンモナイト
の種類、産地、クリーニングの道具、方法等知ることができ、色々な地域の会
員と一緒に化石採取に行くこともできました。
この化石は、最後に化石採取に行った時、空知管内の川の崖から採取したペアー
のアンモナイトです。

濱田 琢朗 氏 Sharpeiceras sp.
化石採集を始めた年に、穂別博物館に行きました。その帰りに何気なく寄った
川が誰も化石採集に入っていない様子で、その日は、ポリプチコセラスを見つ
けて帰宅しました。まだ何か見つかりそうな気がして、1週間後に再度同じ川の
別の場所を訪れたところ、この化石を発見しました。

正源 直行 氏 Hauericeras angustum

採取した場所へは、今では廃道となった真っ暗なトンネルをいくつも通り、更に、
崩れてもおかしくない橋や削れて穴の開いた林道を、いつもの仲間と自転車で1 
時間以上かけて行きました。そこは、クマの住みかと思われるぐらいの足跡が
たくさんある場所で、警戒しながら探索しました。運よく河原で見つけたひと
つです。

竹田 徹 氏 Anagaudryceras limatum
このアンモナイトは、三笠市立博物館ボランティアの会の皆さんと一緒に化石
観察研修会に参加したときに採取しました。採取する際には、ベテラン会員の
方に、いろいろとアドバイスをいただき、見つけることができました。

岡島 孝義 氏 Hypoturrilites komotai

この化石は、20年くらい前に採取しました。化石会50周年の展示会ということ
で、最近あまり見つからないこの化石を出品しました。私は化石を探し始めて
40年ほどになります。私が若い頃は、日曜日だけが休みだったのですが、仕事
を終えた土曜日の夜に出かけ、日曜日の朝くらいうちから一日中化石を探して
いました。せっかく探しに行っても、化石を見つけられないときもありました。
その分化石を見つけると嬉しくて、運ぶには辛いくらい重い化石も、がんばっ
て運んでいました。家にはこの何倍も化石が保管されています。

加藤 慎也 氏 Tetragonites glabrus
Yezoites sp.

この化石は、10年ほど前、よく化石を探しに行く留萌管内の河原で見つけたも
のです。その時は一人で採集にいきました。化石会の集まりがあった時に、ま
だ一部しか見えていなかったこの化石を持っていき、会員にクリーニングの仕
方のアドバイスをもらい、自分の手で掘り出しました。
私は、幼少のころから恐竜や化石が好きで、小学校6年生の夏休みに従兄弟と中
川町で採石して、アンモナイトや貝化石が採れて、そこからずっと興味を持っ
ています。化石は、本当に楽しいです。何が入っているかわからない石を割っ
たり、クリーニングをしたり。展示や鑑賞もできます。健康であれば生涯続け
られることなので、体が動かなくなるまでずっと長く付き合い、化石会の仲間
と話をしていければと思います。そして、一人でも多くの方に、北海道は化石
が多く採れる、魅力ある地域だと知ってもらえればと思います。

圓谷昂史ほか　北海道博物館第19回企画テーマ展・北海道化石会発足50周年記念展﻿の報告
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〜一年間の活動〜

藤原さん

尾曲

小川さん

圓谷

久保見

藤原さん

一年間の活動はいつどうやって決めるんですか？

４月の総会で、その年度に何をするかを決めるんだ。

例年６月に探石会、９月に野遊会、10月に三笠市民文化祭で展示、

１月末から２月中に新年会をするよ。

こうやって会員同士交流を深めているんですね。

市民文化祭での展示だと、見に来てくれた人と交流もできますね。

市民文化祭や博物館の展示会を見に来てくれたり、クリーニング

体験をした小学生の子が化石に興味を持ってくれて、後日その子

と親と一緒に化石を探しに行ったこともあるよ。やっぱり興味を

持つ人が増えるとうれしいね。

探石会は皆で化石を探しに行く会だよ。野遊会では午前に化石採集、

お昼頃からジンギスカンを食べるんだ。新年会では皆で集まり、

それぞれの化石を見せあって、翌年の化石会の年賀状に載せる化石

を決めるよ。

自分の持ってきた化石が年賀状用に選ばれたらうれしいでしょうね。もし

選ばれなくても、次の新年会にむけて珍しい化石を探したり、きれいにクリー

ニングしようという気持ちになる気がします。

みかさ

みな

ごろ

の

めず

いっしょ

たん せき かい や  ゆう かい

〜アンモナイトとの出会いとその魅力〜

尾曲

小川さん

藤原さん

尾曲

圓谷

アンケートによれば、三笠市や夕張市の出身で、子どもの頃から化石に親しん

でいたという回答が複数ありました。夕張市出身の人で、小学校の通学路沿い

の崖に二枚貝や植物の化石があるのを見かけて、興味を持ったというエピソー

ドはその一例です。

私は就職してから、ダムの嵩上げ工事に関連して化石の調査をすることにな

り、部下と一緒に化石を探すようになったんだ。今思えば、小学三年生の頃に、

同級生が自分の父親がとってきたアンモナイトを先生に自慢していたのが

ずっと心に残っていたのもきっかけかもしれないな。

私は三笠高校に通ったんだけれど、そこで菊地先生と出会ったことがきっか

けかな。夏休みには先生と一緒に出掛け、今はないポンポン船に乗って桂沢

湖を渡り、山に入ったんだ。７時半から15時半くらいまで、ほぼ一日中化石

を探し回ったのは良い思い出だなぁ。

見つけたときに感動できることが魅力、という人が多そうだね。山や川を歩

いてストレス解消になるって人もいるし、アンモナイトをきれいにクリーニ

ングできたときや、それを見た子どもが興味を持ってくれるのがうれしいと

いう人もいるね。

その他にも親や従兄弟と一緒に探しに行ったことがきっかけになった人、

博物館で化石クリーニング体験に参加したことがきっかけになった人もいました。

みかさ ゆうばり ころ

がけ

かさ

いっしょ ころ

じまん

きくち

かつらざわ

こ わた

い   と　こ

みりょく

写真17　「第3章 アンモナイトと関わる人々」の展示

図12　「一年間の活動」の解説パネル

〜化石と関わる人 〜々

化石と関わる人と聞くと、どんな人を想像しますか？

研究機関に所属し、発掘して論文を書くような人（大学の先生など）はイメージしやすい

かもしません。それ以外にも、今回の展示会に関わった博物館の学芸員や、ほかの仕事を

しながら化石を探し、クリーニングをする北海道化石会の会員のような人もいます。こ

こでは、学芸員と化石会の会員がどのような人で、日ごろどのようなことをしているのか、

紹介します。

博物館の学芸員と北海道化石会の会員紹介

普段は北海道内各地に出か

け、お年寄りから若い人ま

で、いろんな人に家や地域

のしきたりなどを聞き取っ

ています。化石会にはどん

な人がいるのか紹介するた

め、皆さんの代わりに各会

員に質問します！この章の

担当です。

主に新生代（アンモナイト

が絶滅した後の時代）の貝

の化石を研究しています。

この展示会のため、博物館

に寄贈されたアンモナイト

はどういったものがあるか、

久保見さんと一緒に整理し

ました。この展示会では、

第2章の担当です。

今年度北海道博物館の仲間

になりました！大学院では、

北海道をはじめとした白亜

紀（アンモナイトがいたこ

ろ）の地質や地質年代につ

いて研究していました。こ

の展示会では、第１章の担

当です。

北海道化石会の会長。

三笠市出身。

北海道化石会の事務局長

（みんなの活動をサポートする人）。

夕張市出身。

小川益弘さん藤原寛一さん

尾曲香織 学芸員 圓谷昂史 学芸員 久保見幸 学芸員

はっくつ

しょうかい

ふだん

しょうかい

みな

ぜつめつ

きぞう

いっしょ

はく  あ

みかさ

ゆうばり

おまがり   かおり えんや  たかふみ く ぼ み      こう

き

ふじわらかんいち おがわ　ますひろ

図11　「化石と関わる人々」の解説パネル

図13　「アンモナイトとの出会いとその魅力」の解説パネル
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③��アンケート調査の結果（「化石会の会員ってどんな
人？」～「化石会加入のきっかけと変化」）
ここでは、後述するアンケート調査を基に、化石会会

員がいつアンモナイトに興味を持ったのか、どのように
して化石を探すのか、持ち帰る化石の基準と保管方法、
そして化石会に加入したきっかけなどを会話形式で展示
した（図13）。

（4）-2 展示準備
（4）-2-1） 前提

本章の担当者は民俗学が専門であり、普段は地域社会
においてどういった暮らしがあり、習俗が伝承され、変
化しているのか、そしてそれらに影響を与える要因や、
人々の行動の基点となる内面の動きに着目して調査を
行っている。民俗担当の学芸員は、展示であれば、衣食
住や冠婚葬祭、祭礼、民俗芸能などをテーマとすること
が多く、今回のような、いわゆる自然史で扱うことが一
般的な資料を対象とした展示に関わることは多くない。
今回は、化石会の方々を、北海道内における化石を媒介
とした人々の集まり／まとまりと捉え、彼らが共有して
いることが何なのか、何が引き継がれているのかといっ
た視点から調査を行った。

なお、本章で気を付けたことは、聞き取り調査を通し
て明らかになった、①化石会の会員にとってアンモナイ
トとのかかわりは重要でありつつも生活のすべてではな
いこと、②アンモナイトとの関わりは、日頃働きながら休
日に自分の時間を使って好きなことをする、その際の選
択肢の一つである、という点を伝えることである。ここが、
好きなものを通じて人生を豊かにしたいという多くの人
に共通する点であり、観覧者が会員に共感し、会員とア
ンモナイトとの出会いやかかわり方を自分に引き寄せて
考えることでより楽しんで観覧してもらえると考えた。

（4）-2-2） 準備作業
本章において、化石を扱うことのない立場から考えら

れる「多くの人が知らない基本的な事項」を取り上げる
べき点と考え、①化石が展示されるまでの流れ、②化石
を扱う人としての学芸員の仕事、③化石会の成り立ちと
活動、④化石会の会員が化石に興味を持つきっかけと関
わり方の4つを軸として紹介することとした。この4点
について、聞き取り調査を基本とし、アンケート調査も
実施した。

③については、「北海道化石会発足50周年」と題した
展示会であるが、化石会がそもそもどういった組織で、
誰が加入し、どういった活動をしているのか、という基
本情報はこれまで紹介されてこなかった。そこで、まず
設立の経緯を明らかにするため、化石会が所有する資料、

三笠市史なども参照した。④については会員に直接聞き
取る前に、各会員に共通するところとそうでないところ
を把握するため、アンケート調査を行った。

（4）-2-3） イラスト制作
本章はパネルを主とした文字での説明が中心となる。

文字ばかりのパネルでは読み手が退屈してしまうこと、
疲れてしまい最後まで読んでもらえない可能性があるこ
とを考え、会話形式で文字数を抑えることとした。また、
登場人物のイラストを用いることで、柔らかい印象をも
たせた（図11）。このイラストは、過去の展示会で関わ
りのあったデザイナーに制作を依頼した。

（4）-2-4） アンケート調査
令和3（2021）年9月に、化石会会員を対象としたア

ンケートを郵送して実施した。質問項目は氏名、生年、
職業、化石会への加入年のほか下記のとおりである。

1　化石を探すようになったきっかけは？
2　化石とのかかわりで最も魅力を感じているところを

教えてください。
3　化石会へ加入したきっかけを教えてください。また

入会して変化したことがあれば教えてください。
4　化石を探しに行く季節はいつですか？その理由も教

えてください。
5　化石を探す場所の選定条件を教えてください。
6　あなたが化石を見つけるために意識していることや

見つけるコツを教えてください。
7　持ち帰る化石の基準や条件を教えてください。
8　化石の保管場所はどのように確保しているか、教え

てください。
9　あなたのお気に入りの化石の名前と、その理由を教

えてください。
10　あなたの今後の目標を教えてください。
11　自由記述（例：道民に伝えたいこと、あるいは北

海道博物館へのご意見）

アンケート調査の結果は表4のとおりである。当時の
会員30名のうち、14名からの回答を得た。生年は上が
昭和14（1939）年、下が昭和55（1980）年までと幅広
いものの、割合としては昭和20年代から30年代が最も
多く、会員の語るように高齢化が進んでいるといえる。
職業は、退職者も含め会社員や公務員が主で、第一次産
業従事者が1名、無回答が1名であった。少なくとも研
究活動で生計を立てている人はおらず、収入を得るため
の仕事をもちながら化石を探す人々である。加入した際
の年齢は平均44歳で、おおよそ仕事も落ち着き、子ど

圓谷昂史ほか　北海道博物館第19回企画テーマ展・北海道化石会発足50周年記念展﻿の報告
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表4　化石会へのアンケート結果　※一部の個人名、地名は●●と表記

番号 青年 職業 加入年 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

1 1965年 公務員 2005年

長男が北海道博物館で開
催した「アンモナイト展」の
化石クリーニング体験に参
加したことから、子どもたち
と一緒に採取してみたいと
思い、どこでとれるのかを
調べたのが、化石にはまっ
たのがきっかけです。

化石探しは、川の中を歩き
ストレス解消にもなっている。
また、必ずあるものではない
ので、あった時の感覚は、
宝物探しと同じで、歩き続
けても疲れを感じない。

家族で化石を探していたが、
なかなか見つけることができ
ないため、複数の施設で実
施していた化石のイベントを
見つけては参加していた。
その時に「北海道化石会」
という存在を知り、当時の
国分副会長に声をかけても
らい、一緒に化石採取に連
れて行ってもらい、入会す
るきっかけとなりました。ノ
ジュールの色や形、さらに
地質の年代などの理解を深
めた。

化石探しは、危険もあるの
で、川の雪解けがひと段落
下6月から10月中ごろまで
が主な活動時期となってい
る。大雨による川の水位が
高い時期や土砂崩れの恐
れがあるときは避けている。

同じ場所を何回も行くという
よりは、しばらく行っていな
いと思う場所を思い出して
は行くことがある。また化石
会員の情報をもとに行くこと
もあります。

コツはないですが、始めたこ
ろは、見つけるノジュールを
すべて割る感覚でしたが、
体中が痛くなり疲れるので、
最近は探索をしているとなん
となく、目に入るノジュール
を割っている、いわゆる「化
石に呼ばれる」的な感覚で
探しています

まずは、持ち上げられる大き
さであること、次に小さすぎ
ないこと、母岩を含めて、
40cm程度が限界かな？

物置の一つを化石専用にし
て、保管とクリーニングをし
ている

「ユーパキディスカス」自転
車を使って、ある山奥まで1
時間かけていき、そこで見つ
けた化石は虹色に輝いてい
た。見つけたときは、まだ、
こんなのが、山奥には残って
いるんだと感動した。

せっかくの化石は、北海道
の魅力となるので、展示会な
どでは、お披露目できるよう
にクリーニング技術を高めて
いきたい。

北海道には魅力のある化石
があるので、子どもたちには
経験してほしいと思っており、
化石の魅力を体感してくださ
い。化石探し（観察）には、
危険もあるので経験者と一
緒にいってもらいたい。実際
に山の中は、熊の足跡がた
くさんあります。くれぐれも気
を付けてください。

2 1980年 会社員 1993年

幼少のころから恐竜や化石
が好きで、小学校6年生の
夏休みに従兄弟と中川町で
採石して、アンモナイトや貝
化石が採れて、そこからずっ
と興味を持っています。

いつでも採れるのではなく、
採れない時もあるが、たま
にいい化石が採れた時。ま
た行こうという気持ちになる。

塾の先生より、化石採集会
があるといわれ、鵡川の川
へ行きました。当時国分会
長にいろいろ教わり、親子
で北海道化石会に入会致
しました。

6月から10月頃までに探しま
すが、5月は水が多く、10
月の中旬からは寒さや初雪
があるためです

北海道全体ですが、主に
道北・道央圏で、先輩方
に教えていただいた川で探
しています

川の中、崖の下等色々見て
探しますが、ある程度、遠く
を見て長年の経験、勘で探
しています

ある程度石を割って削り、少
しでも軽く運びやすい状態に
していかないと体力がなくな
り、石をおいていくことになる
からです。原則は、化石が
取れた場合すべて持ち帰る
ようにしています

保管場所は、地下室にク
リーニングおよび展示として
利用しています

アンモナイト「ファンゲア」マ
キヤ渦が少ないが、入り口
が大きく、現在のオウムガイ
も形が似ている

仕事が現役で中々時間がな
く、行く回数は少ないですが、
健康であれば生涯続けられ
ることなので、体が動かなく
なるまで、ずっと長く付き合
い化石会と仲間で話しをして
いければ良いと思います

化石は、年寄りの趣味のイ
メージがありますが、石を割
り、何が入っているかわから
ない本当に楽しく、一人でも
仲間でも自由にかつ時間が
なくてもクリーニングをして、
展示や鑑賞できる。一人で
も多くの方に北海道は化石
多く採れる地層があり、場所
もあるため、魅力のある地域
だと思います。

3 1961年 会社員 2007年

以前から化石に興味を持っ
ていましたが、休日を利用し
て博物館に行く程度。採取
なんて夢のような話と考えて
いました。本格的に化石に
興味を持ち始める事となっ
たのが、2005年8月の札幌
転勤がきっかけです。転職
先の職場に化石好きの方
が何人かいて、話を聞いた
り自宅に伺って化石を見せ
ていただいたり、実際に化
石採取に同行させていただ
いたりとすっかり化石の世
界にのめりこんでしまいまし
た。

化石の入ったノジュールを
見つけ出した時の快感

職場の先輩の紹介で入会
しました。化石の基礎的知
識の習得、化石採取場所
の拡大、クリーニング技術
の向上をはかることができま
した

春から秋にかけて採取に出
かけています。草木の少な
い3月から5月までは容易に
足を運ぶことができる支沢
を中心に採取し、雪解け水
が少なくなる6月から10月ま
では、本流を中心に採取し
ています。以前は草木の枯
れだす9月下旬から再び支
沢に出かけていたのですが、
熊の出没が多いので、出か
けられなくなりました

採取したい化石の種類、
採取したい産出年代によっ
て場所を選定しています

転石を中心に採取している
ので、川の中の石溜まりとい
うポイントを意識しています。
化石を見つけるコツは、ゆっ
くり探すことです

欠落のひどい化石、状態の
悪い化石（泥アンモ）以外
は大小問わず持ち帰ってい
ます

家を建築するときに遊び場
所感覚で半地下構造の家を
建てました。今では化石のク
リーニング場所、保管場所
と化しています

ポリプチコセラスです。何度
もUターンを繰り返していくと
ころに魅力と美しさを感じま
す。クリーニングが面白くて、
Uターンが始まるとワクワクし
ます

採取した化石のほとんどがサ
ントニアン以降の化石ばかり
なので、それ以前の化石を
見つけてみたい。クリーニン
グの終わった化石のデータ
化をやってみたい

化石に興味のある方、北海
道化石会へ

4 1949年 漁業 2008年

学生時代化石が好きで、ア
ンモナイトを見て好きになり
ました。

スーチャーの美しさ 小平の山で故国分博文さん
と会ってからです

年がら年中です。夏や浜、
冬は海です（私は稚内在
住）

時代（白亜紀）選定して、
化石の出る時代を調べる

　 ある程度保存のいいモノだけ 部屋六畳間に メタプラセンチセラス、ホル
ベシセラス、キャナドセラス、
やっぱりスーチャー（縫合
線）ですね

自分の手元にまだない石、
ニポニテスかな

化石の良さを知ってほしい

5 1955年 公務員 1989年

小学生の頃の教科書だった
ような思いが？昭和63年以
夕張市登川に居住し、●●
さんに会ったこと。

見せる事かな？ 三笠の●●さんに誘われ 2月～11月かな。～9月で
今年57回入林

夕張、三笠。もともと夕張
岳でしたが、シューパロ湖
が大きくなり、入林できる
場所が少なくなり、ここ3年
くらい、三笠にも入林するよ
うになりました

行ってみる、探してみる、行
くことかな

基本、一人なんで、もてる大
きさのモノ

工事現場とかにおいてある
小屋（スーパーハウス）を置
いて保管中。あとは納屋かな。

インターかな。なんかきれい！ 元気なうちは一人でアンモ探
し！

　

6 1959年 公務員 2016年頃

小学生の頃、母方祖父の
家に行くとよく、祖父の知
人宅の家に連れていかれ、
そこにアンモナイトの置物が
たくさんあり興味を持つ。あ
る日植物化石のようなもの
のかけらをもらい（現在も
保有）、大切にしていた。
時が経過し、何かを知りた
くて地学の教諭に見ても
らったところ「アンモナイト
の縫合線」ということが判
明し、「縫合線」の不思議
さに魅かれ、いつかはアン
モナイトを採ってみたいと
思った。さらに長い年月が
過ぎ、40代前半に大腸か
ら大量の出血で緊急入院と
なる。入院先の病院に1冊
のアンモナイトの本があり、
その美しさに「生きて出ら
れたらアンモナイトを採集す
る」と心に決める。病気は
治癒し、退院後知人にアン
モナイトの収集家を紹介し
ていただき化石採集を始め
る。後に、入院した時にあっ
たその本の著者は、その病
院で亡くなったことを知る。

・美しさ
・およそ1億年前の未知の
太古の化石を採取できる不
思議さに心を惹かれる
・化石採集では何が出てく
るかわからず、ノジュールを
割るときはワクワクする
・割れたノジュールからアン
モナイトが出ると感動する

・化石のことは右も左もわ
からず化石のことをおしえて
いただくために入会
・入会し、化石について多
くのことを学べた
・いろいろな文献や本を読
むようになった。最近では

「イカ四億年の生存戦略（ダ
ナ・スターフ）」を読み、軟
体部の発見の困難さがわか
る

春の雪が解けてから、秋の
雪が降るまで行っている。
行く回数が多ければ目的の
モノを拾えるチャンスも多い
と思うため、なるべく多くいっ
ている

硬い石のクリーニングは困
難を極めるので、クリーニン
グがしやすい軟らかめの石
のところに言っている。具体
的には、小平～中川方面

まめに探すこと、ゆっくり探
すこと、何度も同じところを
探すことを心がけている

コレクションしていない化石
のみを持ち帰るようにしてい
る

・整理途中だが、趣味の部
屋に棚を作りおいている
・玄関にケースに入れて飾っ
ている
・時々見たい化石は自室に
おいている

メヌイテス　スツネリ（旧アナ
パキディスカス　16センチ）
飾るにもちょうどよく、芯まで
ありアンモナイトらしくてよろ
しいと思っている。

・クリーニングしていないノ
ジュールをクリーニングする
こと（クリーニング部屋はあ
る）
・クリーニングが上手になり
たい
・動物化石を拾いたい
・（軟体部の発見はあきらめ
た）

・化石愛好家向けに講習会
があればうれしい
・研究者とアマチュア収集
家の接点の場面がほしい
・北海道のアンモナイトは世
界に誇れると考えるので、北
海道博物館にも常設展示が
あればよい

北海道博物館研究紀要　第8号　2023年
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表4　化石会へのアンケート結果　※一部の個人名、地名は●●と表記

番号 青年 職業 加入年 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

1 1965年 公務員 2005年

長男が北海道博物館で開
催した「アンモナイト展」の
化石クリーニング体験に参
加したことから、子どもたち
と一緒に採取してみたいと
思い、どこでとれるのかを
調べたのが、化石にはまっ
たのがきっかけです。

化石探しは、川の中を歩き
ストレス解消にもなっている。
また、必ずあるものではない
ので、あった時の感覚は、
宝物探しと同じで、歩き続
けても疲れを感じない。

家族で化石を探していたが、
なかなか見つけることができ
ないため、複数の施設で実
施していた化石のイベントを
見つけては参加していた。
その時に「北海道化石会」
という存在を知り、当時の
国分副会長に声をかけても
らい、一緒に化石採取に連
れて行ってもらい、入会す
るきっかけとなりました。ノ
ジュールの色や形、さらに
地質の年代などの理解を深
めた。

化石探しは、危険もあるの
で、川の雪解けがひと段落
下6月から10月中ごろまで
が主な活動時期となってい
る。大雨による川の水位が
高い時期や土砂崩れの恐
れがあるときは避けている。

同じ場所を何回も行くという
よりは、しばらく行っていな
いと思う場所を思い出して
は行くことがある。また化石
会員の情報をもとに行くこと
もあります。

コツはないですが、始めたこ
ろは、見つけるノジュールを
すべて割る感覚でしたが、
体中が痛くなり疲れるので、
最近は探索をしているとなん
となく、目に入るノジュール
を割っている、いわゆる「化
石に呼ばれる」的な感覚で
探しています

まずは、持ち上げられる大き
さであること、次に小さすぎ
ないこと、母岩を含めて、
40cm程度が限界かな？

物置の一つを化石専用にし
て、保管とクリーニングをし
ている

「ユーパキディスカス」自転
車を使って、ある山奥まで1
時間かけていき、そこで見つ
けた化石は虹色に輝いてい
た。見つけたときは、まだ、
こんなのが、山奥には残って
いるんだと感動した。

せっかくの化石は、北海道
の魅力となるので、展示会な
どでは、お披露目できるよう
にクリーニング技術を高めて
いきたい。

北海道には魅力のある化石
があるので、子どもたちには
経験してほしいと思っており、
化石の魅力を体感してくださ
い。化石探し（観察）には、
危険もあるので経験者と一
緒にいってもらいたい。実際
に山の中は、熊の足跡がた
くさんあります。くれぐれも気
を付けてください。

2 1980年 会社員 1993年

幼少のころから恐竜や化石
が好きで、小学校6年生の
夏休みに従兄弟と中川町で
採石して、アンモナイトや貝
化石が採れて、そこからずっ
と興味を持っています。

いつでも採れるのではなく、
採れない時もあるが、たま
にいい化石が採れた時。ま
た行こうという気持ちになる。

塾の先生より、化石採集会
があるといわれ、鵡川の川
へ行きました。当時国分会
長にいろいろ教わり、親子
で北海道化石会に入会致
しました。

6月から10月頃までに探しま
すが、5月は水が多く、10
月の中旬からは寒さや初雪
があるためです

北海道全体ですが、主に
道北・道央圏で、先輩方
に教えていただいた川で探
しています

川の中、崖の下等色々見て
探しますが、ある程度、遠く
を見て長年の経験、勘で探
しています

ある程度石を割って削り、少
しでも軽く運びやすい状態に
していかないと体力がなくな
り、石をおいていくことになる
からです。原則は、化石が
取れた場合すべて持ち帰る
ようにしています

保管場所は、地下室にク
リーニングおよび展示として
利用しています

アンモナイト「ファンゲア」マ
キヤ渦が少ないが、入り口
が大きく、現在のオウムガイ
も形が似ている

仕事が現役で中々時間がな
く、行く回数は少ないですが、
健康であれば生涯続けられ
ることなので、体が動かなく
なるまで、ずっと長く付き合
い化石会と仲間で話しをして
いければ良いと思います

化石は、年寄りの趣味のイ
メージがありますが、石を割
り、何が入っているかわから
ない本当に楽しく、一人でも
仲間でも自由にかつ時間が
なくてもクリーニングをして、
展示や鑑賞できる。一人で
も多くの方に北海道は化石
多く採れる地層があり、場所
もあるため、魅力のある地域
だと思います。

3 1961年 会社員 2007年

以前から化石に興味を持っ
ていましたが、休日を利用し
て博物館に行く程度。採取
なんて夢のような話と考えて
いました。本格的に化石に
興味を持ち始める事となっ
たのが、2005年8月の札幌
転勤がきっかけです。転職
先の職場に化石好きの方
が何人かいて、話を聞いた
り自宅に伺って化石を見せ
ていただいたり、実際に化
石採取に同行させていただ
いたりとすっかり化石の世
界にのめりこんでしまいまし
た。

化石の入ったノジュールを
見つけ出した時の快感

職場の先輩の紹介で入会
しました。化石の基礎的知
識の習得、化石採取場所
の拡大、クリーニング技術
の向上をはかることができま
した

春から秋にかけて採取に出
かけています。草木の少な
い3月から5月までは容易に
足を運ぶことができる支沢
を中心に採取し、雪解け水
が少なくなる6月から10月ま
では、本流を中心に採取し
ています。以前は草木の枯
れだす9月下旬から再び支
沢に出かけていたのですが、
熊の出没が多いので、出か
けられなくなりました

採取したい化石の種類、
採取したい産出年代によっ
て場所を選定しています

転石を中心に採取している
ので、川の中の石溜まりとい
うポイントを意識しています。
化石を見つけるコツは、ゆっ
くり探すことです

欠落のひどい化石、状態の
悪い化石（泥アンモ）以外
は大小問わず持ち帰ってい
ます

家を建築するときに遊び場
所感覚で半地下構造の家を
建てました。今では化石のク
リーニング場所、保管場所
と化しています

ポリプチコセラスです。何度
もUターンを繰り返していくと
ころに魅力と美しさを感じま
す。クリーニングが面白くて、
Uターンが始まるとワクワクし
ます

採取した化石のほとんどがサ
ントニアン以降の化石ばかり
なので、それ以前の化石を
見つけてみたい。クリーニン
グの終わった化石のデータ
化をやってみたい

化石に興味のある方、北海
道化石会へ

4 1949年 漁業 2008年

学生時代化石が好きで、ア
ンモナイトを見て好きになり
ました。

スーチャーの美しさ 小平の山で故国分博文さん
と会ってからです

年がら年中です。夏や浜、
冬は海です（私は稚内在
住）

時代（白亜紀）選定して、
化石の出る時代を調べる

　 ある程度保存のいいモノだけ 部屋六畳間に メタプラセンチセラス、ホル
ベシセラス、キャナドセラス、
やっぱりスーチャー（縫合
線）ですね

自分の手元にまだない石、
ニポニテスかな

化石の良さを知ってほしい

5 1955年 公務員 1989年

小学生の頃の教科書だった
ような思いが？昭和63年以
夕張市登川に居住し、●●
さんに会ったこと。

見せる事かな？ 三笠の●●さんに誘われ 2月～11月かな。～9月で
今年57回入林

夕張、三笠。もともと夕張
岳でしたが、シューパロ湖
が大きくなり、入林できる
場所が少なくなり、ここ3年
くらい、三笠にも入林するよ
うになりました

行ってみる、探してみる、行
くことかな

基本、一人なんで、もてる大
きさのモノ

工事現場とかにおいてある
小屋（スーパーハウス）を置
いて保管中。あとは納屋かな。

インターかな。なんかきれい！ 元気なうちは一人でアンモ探
し！

　

6 1959年 公務員 2016年頃

小学生の頃、母方祖父の
家に行くとよく、祖父の知
人宅の家に連れていかれ、
そこにアンモナイトの置物が
たくさんあり興味を持つ。あ
る日植物化石のようなもの
のかけらをもらい（現在も
保有）、大切にしていた。
時が経過し、何かを知りた
くて地学の教諭に見ても
らったところ「アンモナイト
の縫合線」ということが判
明し、「縫合線」の不思議
さに魅かれ、いつかはアン
モナイトを採ってみたいと
思った。さらに長い年月が
過ぎ、40代前半に大腸か
ら大量の出血で緊急入院と
なる。入院先の病院に1冊
のアンモナイトの本があり、
その美しさに「生きて出ら
れたらアンモナイトを採集す
る」と心に決める。病気は
治癒し、退院後知人にアン
モナイトの収集家を紹介し
ていただき化石採集を始め
る。後に、入院した時にあっ
たその本の著者は、その病
院で亡くなったことを知る。

・美しさ
・およそ1億年前の未知の
太古の化石を採取できる不
思議さに心を惹かれる
・化石採集では何が出てく
るかわからず、ノジュールを
割るときはワクワクする
・割れたノジュールからアン
モナイトが出ると感動する

・化石のことは右も左もわ
からず化石のことをおしえて
いただくために入会
・入会し、化石について多
くのことを学べた
・いろいろな文献や本を読
むようになった。最近では

「イカ四億年の生存戦略（ダ
ナ・スターフ）」を読み、軟
体部の発見の困難さがわか
る

春の雪が解けてから、秋の
雪が降るまで行っている。
行く回数が多ければ目的の
モノを拾えるチャンスも多い
と思うため、なるべく多くいっ
ている

硬い石のクリーニングは困
難を極めるので、クリーニン
グがしやすい軟らかめの石
のところに言っている。具体
的には、小平～中川方面

まめに探すこと、ゆっくり探
すこと、何度も同じところを
探すことを心がけている

コレクションしていない化石
のみを持ち帰るようにしてい
る

・整理途中だが、趣味の部
屋に棚を作りおいている
・玄関にケースに入れて飾っ
ている
・時々見たい化石は自室に
おいている

メヌイテス　スツネリ（旧アナ
パキディスカス　16センチ）
飾るにもちょうどよく、芯まで
ありアンモナイトらしくてよろ
しいと思っている。

・クリーニングしていないノ
ジュールをクリーニングする
こと（クリーニング部屋はあ
る）
・クリーニングが上手になり
たい
・動物化石を拾いたい
・（軟体部の発見はあきらめ
た）

・化石愛好家向けに講習会
があればうれしい
・研究者とアマチュア収集
家の接点の場面がほしい
・北海道のアンモナイトは世
界に誇れると考えるので、北
海道博物館にも常設展示が
あればよい

圓谷昂史ほか　北海道博物館第19回企画テーマ展・北海道化石会発足50周年記念展﻿の報告
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7 1946年 公務員 2006年

小学校3年生のとき、クラス
の男子生徒が先生に向かっ
て「父さんが山でアンモナイ
トを採ってきた」と、さも凄
いものを採ってきたように自
慢げに話していた。一般人
が車を持っていない時代で
ある。たぶん近くの山（万字
ドーム）へ竹の子採りに行っ
て採ったものと思うが、この
ことが、ずっと頭の底に残っ
ていた。市役所に就職し、
教育委員会勤務となったと
き、部下として古生物（植
物）研究で博士号を持つ
●●君が配属されてきた。
しばらくすると、国からダムの
嵩上げ工事で水没する地域
の化石調査を委託されたの
で、一緒に行きませんかと
声をかけられ、その調査に
2～3度同行したのが化石に
興味を持つ直接のきっかけ
となったが、小学生の時の
記憶が影響しているのかもし
れない

山へ化石を探しに行くこと
が最も好きです。北海道に
は約500種のアンモナイトが
あるといわれています。貴重
なアンモや自分が持ってい
ないアンモを発見すると、
喜びを感じます。もともとが
山育ちなので、化石を探し
ながら、おまけとして山菜や
キノコを採ったり、植物にも
目が行く方です。夕張岳登
山でよく目にした「シラネア
オイ」や「ミヤマハンショウ
ヅル」そして蛇紋岩地域に
しか自生しない「天塩小桜」
などを化石採取中に●●川
沿いで確認しています。

同じ職場にいた化石会会員
さんから入会を勧められた
こと。入会して変化したこと
は、展示会がちょいちょい
あるので、毎度、同じもの
を出すわけにはいかないの
で、大変なクリーニング作
業をするようになったこと。

積雪期以外は、季節に関
係なく化石を探しに行きま
す。季節ごとに狙い場所が
あるからです。

まずは、他の人が入ってい
ないような場所を選定しま
す。地元のシューパロ川に
限ると、川の水量、濁り、
湖水の水位などにより選定
します。春は、雪解け水の
増水と濁りで川の対岸にい
けない場合があります。この
場合は、何時ごろになった
らいけるか推理し、人より
先に行くよう心がけています。
夏の渇水期は川の中です。
秋は人の動線を外して歩く
よう心がけます。

じっくり、粘り強く探すことで
す

35cm以上の大型化石以外
は、持ち帰ります。小型の
化石はクリーニング教室など
のイベントの時、教材や子
供へのプレゼントとして使用
します。

貴重な化石を持っていない
ので、車庫の奥に棚を作り、
段ボール箱に梱包し摘んで
います。ノジュールは、家の
周囲にゴロゴロ転がしていま
す。

「ユーバリセラス」です。理由
は、地元夕張の名が冠され
ていること。また、あまり多
産しないアンモであるが、夕
張地域では、ほかの産地よ
り比較的、多く産出すること。

特にありません 北海道は、世界的に有名な
アンモナイト産出地で、アン
モナイト研究者のあこがれの
地といわれています。外国の
産出地の多くは、母岩に直
接、アンモが入っていますが、
北海道のアンモは、ノジュー
ルという固い塊の中に入って
おり、二重に保護されている
ため、保存状態の良いアン
モが産出します。また、世界
的に稀な異常巻アンモナイト

「ニッポニテス」の産出地で
もあります。北海道はこのよ
うに良質のアンモナイト産地
でありますので、アンモナイト
に興味を持つ人や愛好者の
方が増えてほしいと思います。

8 1947年 公務員 1995年

小学生の頃、通学路の崖
から二枚貝、葉の化石が
取れ自然に親しんでいた。
本格的にアンモナイトに興
味を持ったのは就職後。仕
事の関係者の自宅で見せて
もらった、アンモナイトの美
しさと種類の多さです。

もともとアウトドア好きですが、
山や川原でのノジュール探
し。最初は数多く割ってし
まい、今考えると残念です。
ノジュールの有った時の喜
び、どんなものが出るか楽
しみです。また仲間との昼
食の語らい等たくさんの楽
しみがあります。

化石探しに行き、山中で化
石会員に出会い、話しをす
るうちに入会を勧められた。
たくさんの会員と展示会、
懇親会等で交流を深め、ア
ンモの種類、産地、クリー
ニングの道具、方法等知る
ことができた。また色 な々地
域の会員と一緒に化石採
取に行くこともできた。

現在病気のため化石採取
にいけないが、当時は雪解
け後に一番多くいっていた
と思う。凍結融解後の崖か
らのノジュールの落下等に
より探しやすい。雪解け後、
また大雨後の増水により、
川原が荒れたタイミングで
探しに行く。

化石仲間と相談し場所を決
めていた。またアンモナイト
に詳しくなると、まだ持って
いないアンモナイトの採取で
きる場所に行くようになった。

最初は崖中心に探していた
が、年を重ねるとノジュール
探しが楽な川原探しが多くな
り、後半は異常巻の産地に
行くようになった。川原探し
は場所を決めるとジグザグに
歩き、露出しているノジュー
ルをくまなく見て探す。崖の
場合は露出している物を探
し、また岩中の場合は雨上
がりノジュールのあるところは
周りと色合いが違うので掘り
出す。

アンモナイト探しの当初はと
るのが楽しくて、割ってみて
入っていればなんでも持ち
帰った。なれてくると、俗に
いう「虫食い」状態のもの
は割らずに持ち帰る。また産
地にもより小平町、羽幌町
は持ち帰る。幌加内町、中
川町等の場合は一部割りア
ンモが確認出来たら持ち帰
る。

異常巻、小型の化石は自宅
に展示している。他は物置
に箱詰めにして保管している。

病気になる前最後に行った
●●川の崖から採取した「ジ
ンボイセラス、ゴードリセラス」
のペアーのアンモナイトです。

病気で化石採取には行けま
せんが、化石会に入会した
たくさんの仲間ができ、ノ
ジュールを自宅に届けてくれ
る人、宅急便でノジュール
を送ってくれる人など、たくさ
んの会員に支えられクリーニ
ングを楽しんでおります。現
在も各種展示会、化石会行
事等に参加しており、これか
らも体の続く限り参加するつ
もりです。

　

9 1956年 会社員 2006年頃

自分が小学生の頃に父親と
一緒に木石などを取りに行
き、その後に亀甲石を取り
に行ったとき、河原で菊の
模様が入った石を見て、そ
れがアンモナイトと後日判明
して、それから化石に興味
を持ったのが、今から50年
前の話です。本格的に採取
を始めるのは化石会に入会
してからとなります

珍しいアンモナイトを採取で
きた時、他の人が持ってい
ないもの、または完全体的
な化石を見つけたとき

亡き父親が化石会に入会し
ていて、それで自分も…。
今はほとんど参加していませ
んが、各博物館等の展示
等化石会に入会していなけ
れば、個人では出来ないこ
と、自分で採取した化石が
博物館等で展示されること

春先から終秋まで。採取の
タイミングは大雨後です

化石が濃い場所（例：サン
トニアン）、異常巻が見つか
る場所（チューロニアン）、
採取する人が少ない場所

（小沢）

自分がいつも入る沢→どの
辺にどのような化石が出るか
解っているため、ノジュール
はなるべく見つけたそのまま
持ち帰ってからきれいに洗っ
てから、何が入っているか確
認し、クリーニングする

小さな化石でも珍しい化石、
異常巻完全体でなくても一
部でも残っている石、見栄
えがする化石（ノジュール）

自分の部屋等→化石専用部
屋を建てたいです

・メヌイテス．ジャポニクス
（完全体）4個
・ハイハントセラス・オシマ
イ・リューシアヌス？
・ハイハントセラス・オリエン
ターレ
・ポリプチ
・ソーウンナイテス・グレー
ソ
いずれも珍しいアンモ。博物
館で展示されているものと同
等クラス

幌加内地区のアンモの採取 　

10 1939年 　 1970年

昭和30年に三笠高校に入
学したとき、三笠で桂沢ダ
ムの建設中で、三笠高校の
菊地正昇先生がダムが完
成するとダム内にある中生
代白亜紀の地層が埋まって
しまって世界的に貴重なア
ンモナイトが失われるという
ことで、三笠高校の生徒に
手伝ってもらって収集してい
たので、それに参加したの
がきっかけです。

例（化石を探しに行くことそ
のもの、みえないところから
化石を見つけ出す快感、ク
リーニングできれいに取り出
せたときに喜びを感じる、そ
もそも化石の形が好き、等）
の通り

実家が三笠の弥生で履物
店をしていたので自分は長
男でしたので札幌の履物店
に修行のために7年間務め
たので、親に帰ってきてくれ
といわれ、三笠に帰り、2年
くらいしてから知人に誘われ
て入会しました。又炭坑が
閉山になったころに一時的
に休会。

春、雪解けで川の水が引い
たころが河原が変化してい
るので、一番期待ができる
ので多くいきます。そして秋
の雪が降るまで行きます。

川を歩いていると、川岸に
所々に崖があります。その
崖に化石が多く含まれてい
る地層が時 あ々りその下流
を丹念に探します

川を歩いていて人があまり見
ないような河原に草の生えて
いるところ（草陰）とか川の
中の流れが少し強い付近に
気を使って探す

小さくても大きくても少しくら
い摩耗していても保存が良け
れば持ってきます

物置 ・サブプリオノサイクルス：
昭和45年に●●川の砂防
工事の時に採集
・アイソセラス．カムイパウシ
コスタータス：3年前に●●
のこれも砂防ダム工事の時
採集
・鱗木：穂別の●●で採集。
調べてみたが種がわからず、
初めて見るので
・リヌパルス・ジャポニクス

（ハコエビ）小平町●●　自
分は初めて小平で採集

高齢のために目標はありませ
ん

　

11 1960年 会社員 2003年

小学校3年生の時の遠足で
二枚貝の化石を見つけたと
きからでしょうか。場所は福
井県勝山市滝波川上流で
す。もう1km上流だったら、
恐竜の化石を発見できたか
もしれませんでした。

山や川の中で化石に出会え
るときめき。この化石が何
千万年も前に生きていた、
その出会いのロマンでしょう
か。

大人になり、北海道に転勤
をした際に、同僚に化石会
の人がきれいにクリーニング
された化石を見せてくださっ
たことで、化石にはまりまし
た。（山での飲み会がメイン
ですが）

春でしょうか。雪解け水の
ひいたころ。雪解け水の勢
いで岩盤が削られ、川の中
のノジュールが現れるから
です。あと、草とか木とかが
少なく、ノジュールを発見し
やすい。虫がいない！（ダニ
に注意）

地層図を見て、化石のある
地層の地域で、川があり、
崖があり、化石の服務ノ
ジュールが産出される地層
が露出しているところ。

入所（処）した場所の、化
石の入っているノジュールの
特徴を早く見つけ出すことで
しょうか

ノジュールらしきものの中に、
化石の影を見つけたものは
持って帰った方がいいと思い
ます。あくまで運べるもので
すが。

自宅の車庫の片隅に、棚等
を利用して保管しています。

　 　 　

12 1942年 製造業 1985年頃

高校2年生（三笠高校）の
時に学校にアンモナイト研
究と幾春別川流域の地層
等の論文を出した菊地正昇
先生との出会い

想像力を超えるアンモナイト
の変化力。太古の世界か
ら現世に生まれ変わる時の
魅力。本来の形容の素晴ら
しいアンモナイトをどの様に
クリーニングするかによって
多くの人達にその魅力を伝
えられるか考えながらのク
リーニング

職場内に熱心な会員がいた
ので。入会後数年は名だけ
の会員だったが、会の運営
の協力等も有り、組織的に
行動を起こすようになり、今
までの知識をより深めること
ができた

雪解けの春一番、露頭の
多い林道等。冬の凍結等
により、ノジュールが浮き出
たり、落下するため。山菜
の土産品が多い時期。真
夏の高温時は避ける。

季節によって変える。とりた
い化石によって時代の地層
等を目当てに。

露頭ではノジュールが見えな
くても、ガケ表面の色の違い。
川、沢では蛇行の変化によ
る深み、えぐり取られた箇所。
なるべく人が入らないような
箇所、盲点を探す

化石の種類、大きさで残して
くる場合もある（次の人達の
ため）。自分としては満たして
いるが、体験教室用として
持ってくる場合も有る。希少
種と特に古い方（アルビアン、
セノマニアン）は、持って来
る様にしている

家の中に置くべきものと、外、
物置、車庫に置くべきものを
判断して。特に専用の部屋
がないため。

ハイパープゾシアタモン、オ
キシトロピドセラス　白亜紀
前期1億年以上前のアンモ
ナイトで保存良好、特にオキ
シトロピドセラスは希少なの
で。ホルキア・インゲンス…
リーサイ多産地区にリーサイ
狙いで出掛けるも、予想外
で保存良く、今まで見たこと
のない大きさ。ニポニテス・
ミラビリス…非常に小さく保
存良好でクリーニングできた
事。

私の化石コレクターとして、
全然目標には届いていない
が、十分に楽しく、そして多
くの仲間と出会いに感謝。
年齢を考え、子供たちに夢
を与え、興味を持ってくれる
子どもたちとのつながりを沢
山作っていきたい！高齢化の
会員も多くなってきているが、
会の発展に寄与できればと！

北海道開拓の歴史の中でア
ンモナイトが脚光を浴び、古
生物学に貢献したこと。現
世の異常気象や温暖化、ア
ンモナイトの時代にも海水温
の変化、無酸素化等環境
の変化により、アンモナイト
の減少等学ぶことは多いと思
う。北海道開拓記念館時代
から会の発展に力を注いで
いただいたことに感謝し、こ
れからもよろしくご指導のほ
どお願いいたします。

13 1950年
シルバー
人材
センター

1985年
若い時に初めてつれていっ
てもらった時に、アンモナイ
トを見つけて楽しかった

ノジュールを見つけて、中
からアンモナイトが出てきた
時

国分さんとの出会いで入会
しました。入会したことで地
方に行く事が多くなりました。

春、雪どけ水で水位が増え
たり、ガケくずれなど

本流の小沢など ノジュールの形、虫くいのあ
となどをよく見ること

　 物置など ユウパキデスカス：初めて息
子、娘と桂沢に行った時ガ
ケから見つけた

元気な内はずっと続けたいで
す

　

14 1951年 調理員 2013年
石に興味があった 化石を見つけた時 知り合いに話しを聞いて。今ま

で以上に化石が好きになった。
年中、特に冬、北海道は6月、
冬は暑くなく草木が茂ってない
から

人のいないところ よく見る 持てる重さ レンタルガレージ プラビトセラス：解らない事が沢
山あるから

ニッポニテスを探す事 いつまでも北海道と付きあって
いきたい
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7 1946年 公務員 2006年

小学校3年生のとき、クラス
の男子生徒が先生に向かっ
て「父さんが山でアンモナイ
トを採ってきた」と、さも凄
いものを採ってきたように自
慢げに話していた。一般人
が車を持っていない時代で
ある。たぶん近くの山（万字
ドーム）へ竹の子採りに行っ
て採ったものと思うが、この
ことが、ずっと頭の底に残っ
ていた。市役所に就職し、
教育委員会勤務となったと
き、部下として古生物（植
物）研究で博士号を持つ
●●君が配属されてきた。
しばらくすると、国からダムの
嵩上げ工事で水没する地域
の化石調査を委託されたの
で、一緒に行きませんかと
声をかけられ、その調査に
2～3度同行したのが化石に
興味を持つ直接のきっかけ
となったが、小学生の時の
記憶が影響しているのかもし
れない

山へ化石を探しに行くこと
が最も好きです。北海道に
は約500種のアンモナイトが
あるといわれています。貴重
なアンモや自分が持ってい
ないアンモを発見すると、
喜びを感じます。もともとが
山育ちなので、化石を探し
ながら、おまけとして山菜や
キノコを採ったり、植物にも
目が行く方です。夕張岳登
山でよく目にした「シラネア
オイ」や「ミヤマハンショウ
ヅル」そして蛇紋岩地域に
しか自生しない「天塩小桜」
などを化石採取中に●●川
沿いで確認しています。

同じ職場にいた化石会会員
さんから入会を勧められた
こと。入会して変化したこと
は、展示会がちょいちょい
あるので、毎度、同じもの
を出すわけにはいかないの
で、大変なクリーニング作
業をするようになったこと。

積雪期以外は、季節に関
係なく化石を探しに行きま
す。季節ごとに狙い場所が
あるからです。

まずは、他の人が入ってい
ないような場所を選定しま
す。地元のシューパロ川に
限ると、川の水量、濁り、
湖水の水位などにより選定
します。春は、雪解け水の
増水と濁りで川の対岸にい
けない場合があります。この
場合は、何時ごろになった
らいけるか推理し、人より
先に行くよう心がけています。
夏の渇水期は川の中です。
秋は人の動線を外して歩く
よう心がけます。

じっくり、粘り強く探すことで
す

35cm以上の大型化石以外
は、持ち帰ります。小型の
化石はクリーニング教室など
のイベントの時、教材や子
供へのプレゼントとして使用
します。

貴重な化石を持っていない
ので、車庫の奥に棚を作り、
段ボール箱に梱包し摘んで
います。ノジュールは、家の
周囲にゴロゴロ転がしていま
す。

「ユーバリセラス」です。理由
は、地元夕張の名が冠され
ていること。また、あまり多
産しないアンモであるが、夕
張地域では、ほかの産地よ
り比較的、多く産出すること。

特にありません 北海道は、世界的に有名な
アンモナイト産出地で、アン
モナイト研究者のあこがれの
地といわれています。外国の
産出地の多くは、母岩に直
接、アンモが入っていますが、
北海道のアンモは、ノジュー
ルという固い塊の中に入って
おり、二重に保護されている
ため、保存状態の良いアン
モが産出します。また、世界
的に稀な異常巻アンモナイト

「ニッポニテス」の産出地で
もあります。北海道はこのよ
うに良質のアンモナイト産地
でありますので、アンモナイト
に興味を持つ人や愛好者の
方が増えてほしいと思います。

8 1947年 公務員 1995年

小学生の頃、通学路の崖
から二枚貝、葉の化石が
取れ自然に親しんでいた。
本格的にアンモナイトに興
味を持ったのは就職後。仕
事の関係者の自宅で見せて
もらった、アンモナイトの美
しさと種類の多さです。

もともとアウトドア好きですが、
山や川原でのノジュール探
し。最初は数多く割ってし
まい、今考えると残念です。
ノジュールの有った時の喜
び、どんなものが出るか楽
しみです。また仲間との昼
食の語らい等たくさんの楽
しみがあります。

化石探しに行き、山中で化
石会員に出会い、話しをす
るうちに入会を勧められた。
たくさんの会員と展示会、
懇親会等で交流を深め、ア
ンモの種類、産地、クリー
ニングの道具、方法等知る
ことができた。また色 な々地
域の会員と一緒に化石採
取に行くこともできた。

現在病気のため化石採取
にいけないが、当時は雪解
け後に一番多くいっていた
と思う。凍結融解後の崖か
らのノジュールの落下等に
より探しやすい。雪解け後、
また大雨後の増水により、
川原が荒れたタイミングで
探しに行く。

化石仲間と相談し場所を決
めていた。またアンモナイト
に詳しくなると、まだ持って
いないアンモナイトの採取で
きる場所に行くようになった。

最初は崖中心に探していた
が、年を重ねるとノジュール
探しが楽な川原探しが多くな
り、後半は異常巻の産地に
行くようになった。川原探し
は場所を決めるとジグザグに
歩き、露出しているノジュー
ルをくまなく見て探す。崖の
場合は露出している物を探
し、また岩中の場合は雨上
がりノジュールのあるところは
周りと色合いが違うので掘り
出す。

アンモナイト探しの当初はと
るのが楽しくて、割ってみて
入っていればなんでも持ち
帰った。なれてくると、俗に
いう「虫食い」状態のもの
は割らずに持ち帰る。また産
地にもより小平町、羽幌町
は持ち帰る。幌加内町、中
川町等の場合は一部割りア
ンモが確認出来たら持ち帰
る。

異常巻、小型の化石は自宅
に展示している。他は物置
に箱詰めにして保管している。

病気になる前最後に行った
●●川の崖から採取した「ジ
ンボイセラス、ゴードリセラス」
のペアーのアンモナイトです。

病気で化石採取には行けま
せんが、化石会に入会した
たくさんの仲間ができ、ノ
ジュールを自宅に届けてくれ
る人、宅急便でノジュール
を送ってくれる人など、たくさ
んの会員に支えられクリーニ
ングを楽しんでおります。現
在も各種展示会、化石会行
事等に参加しており、これか
らも体の続く限り参加するつ
もりです。

　

9 1956年 会社員 2006年頃

自分が小学生の頃に父親と
一緒に木石などを取りに行
き、その後に亀甲石を取り
に行ったとき、河原で菊の
模様が入った石を見て、そ
れがアンモナイトと後日判明
して、それから化石に興味
を持ったのが、今から50年
前の話です。本格的に採取
を始めるのは化石会に入会
してからとなります

珍しいアンモナイトを採取で
きた時、他の人が持ってい
ないもの、または完全体的
な化石を見つけたとき

亡き父親が化石会に入会し
ていて、それで自分も…。
今はほとんど参加していませ
んが、各博物館等の展示
等化石会に入会していなけ
れば、個人では出来ないこ
と、自分で採取した化石が
博物館等で展示されること

春先から終秋まで。採取の
タイミングは大雨後です

化石が濃い場所（例：サン
トニアン）、異常巻が見つか
る場所（チューロニアン）、
採取する人が少ない場所

（小沢）

自分がいつも入る沢→どの
辺にどのような化石が出るか
解っているため、ノジュール
はなるべく見つけたそのまま
持ち帰ってからきれいに洗っ
てから、何が入っているか確
認し、クリーニングする

小さな化石でも珍しい化石、
異常巻完全体でなくても一
部でも残っている石、見栄
えがする化石（ノジュール）

自分の部屋等→化石専用部
屋を建てたいです

・メヌイテス．ジャポニクス
（完全体）4個
・ハイハントセラス・オシマ
イ・リューシアヌス？
・ハイハントセラス・オリエン
ターレ
・ポリプチ
・ソーウンナイテス・グレー
ソ
いずれも珍しいアンモ。博物
館で展示されているものと同
等クラス

幌加内地区のアンモの採取 　

10 1939年 　 1970年

昭和30年に三笠高校に入
学したとき、三笠で桂沢ダ
ムの建設中で、三笠高校の
菊地正昇先生がダムが完
成するとダム内にある中生
代白亜紀の地層が埋まって
しまって世界的に貴重なア
ンモナイトが失われるという
ことで、三笠高校の生徒に
手伝ってもらって収集してい
たので、それに参加したの
がきっかけです。

例（化石を探しに行くことそ
のもの、みえないところから
化石を見つけ出す快感、ク
リーニングできれいに取り出
せたときに喜びを感じる、そ
もそも化石の形が好き、等）
の通り

実家が三笠の弥生で履物
店をしていたので自分は長
男でしたので札幌の履物店
に修行のために7年間務め
たので、親に帰ってきてくれ
といわれ、三笠に帰り、2年
くらいしてから知人に誘われ
て入会しました。又炭坑が
閉山になったころに一時的
に休会。

春、雪解けで川の水が引い
たころが河原が変化してい
るので、一番期待ができる
ので多くいきます。そして秋
の雪が降るまで行きます。

川を歩いていると、川岸に
所々に崖があります。その
崖に化石が多く含まれてい
る地層が時 あ々りその下流
を丹念に探します

川を歩いていて人があまり見
ないような河原に草の生えて
いるところ（草陰）とか川の
中の流れが少し強い付近に
気を使って探す

小さくても大きくても少しくら
い摩耗していても保存が良け
れば持ってきます

物置 ・サブプリオノサイクルス：
昭和45年に●●川の砂防
工事の時に採集
・アイソセラス．カムイパウシ
コスタータス：3年前に●●
のこれも砂防ダム工事の時
採集
・鱗木：穂別の●●で採集。
調べてみたが種がわからず、
初めて見るので
・リヌパルス・ジャポニクス

（ハコエビ）小平町●●　自
分は初めて小平で採集

高齢のために目標はありませ
ん

　

11 1960年 会社員 2003年

小学校3年生の時の遠足で
二枚貝の化石を見つけたと
きからでしょうか。場所は福
井県勝山市滝波川上流で
す。もう1km上流だったら、
恐竜の化石を発見できたか
もしれませんでした。

山や川の中で化石に出会え
るときめき。この化石が何
千万年も前に生きていた、
その出会いのロマンでしょう
か。

大人になり、北海道に転勤
をした際に、同僚に化石会
の人がきれいにクリーニング
された化石を見せてくださっ
たことで、化石にはまりまし
た。（山での飲み会がメイン
ですが）

春でしょうか。雪解け水の
ひいたころ。雪解け水の勢
いで岩盤が削られ、川の中
のノジュールが現れるから
です。あと、草とか木とかが
少なく、ノジュールを発見し
やすい。虫がいない！（ダニ
に注意）

地層図を見て、化石のある
地層の地域で、川があり、
崖があり、化石の服務ノ
ジュールが産出される地層
が露出しているところ。

入所（処）した場所の、化
石の入っているノジュールの
特徴を早く見つけ出すことで
しょうか

ノジュールらしきものの中に、
化石の影を見つけたものは
持って帰った方がいいと思い
ます。あくまで運べるもので
すが。

自宅の車庫の片隅に、棚等
を利用して保管しています。

　 　 　

12 1942年 製造業 1985年頃

高校2年生（三笠高校）の
時に学校にアンモナイト研
究と幾春別川流域の地層
等の論文を出した菊地正昇
先生との出会い

想像力を超えるアンモナイト
の変化力。太古の世界か
ら現世に生まれ変わる時の
魅力。本来の形容の素晴ら
しいアンモナイトをどの様に
クリーニングするかによって
多くの人達にその魅力を伝
えられるか考えながらのク
リーニング

職場内に熱心な会員がいた
ので。入会後数年は名だけ
の会員だったが、会の運営
の協力等も有り、組織的に
行動を起こすようになり、今
までの知識をより深めること
ができた

雪解けの春一番、露頭の
多い林道等。冬の凍結等
により、ノジュールが浮き出
たり、落下するため。山菜
の土産品が多い時期。真
夏の高温時は避ける。

季節によって変える。とりた
い化石によって時代の地層
等を目当てに。

露頭ではノジュールが見えな
くても、ガケ表面の色の違い。
川、沢では蛇行の変化によ
る深み、えぐり取られた箇所。
なるべく人が入らないような
箇所、盲点を探す

化石の種類、大きさで残して
くる場合もある（次の人達の
ため）。自分としては満たして
いるが、体験教室用として
持ってくる場合も有る。希少
種と特に古い方（アルビアン、
セノマニアン）は、持って来
る様にしている

家の中に置くべきものと、外、
物置、車庫に置くべきものを
判断して。特に専用の部屋
がないため。

ハイパープゾシアタモン、オ
キシトロピドセラス　白亜紀
前期1億年以上前のアンモ
ナイトで保存良好、特にオキ
シトロピドセラスは希少なの
で。ホルキア・インゲンス…
リーサイ多産地区にリーサイ
狙いで出掛けるも、予想外
で保存良く、今まで見たこと
のない大きさ。ニポニテス・
ミラビリス…非常に小さく保
存良好でクリーニングできた
事。

私の化石コレクターとして、
全然目標には届いていない
が、十分に楽しく、そして多
くの仲間と出会いに感謝。
年齢を考え、子供たちに夢
を与え、興味を持ってくれる
子どもたちとのつながりを沢
山作っていきたい！高齢化の
会員も多くなってきているが、
会の発展に寄与できればと！

北海道開拓の歴史の中でア
ンモナイトが脚光を浴び、古
生物学に貢献したこと。現
世の異常気象や温暖化、ア
ンモナイトの時代にも海水温
の変化、無酸素化等環境
の変化により、アンモナイト
の減少等学ぶことは多いと思
う。北海道開拓記念館時代
から会の発展に力を注いで
いただいたことに感謝し、こ
れからもよろしくご指導のほ
どお願いいたします。

13 1950年
シルバー
人材
センター

1985年
若い時に初めてつれていっ
てもらった時に、アンモナイ
トを見つけて楽しかった

ノジュールを見つけて、中
からアンモナイトが出てきた
時

国分さんとの出会いで入会
しました。入会したことで地
方に行く事が多くなりました。

春、雪どけ水で水位が増え
たり、ガケくずれなど

本流の小沢など ノジュールの形、虫くいのあ
となどをよく見ること

　 物置など ユウパキデスカス：初めて息
子、娘と桂沢に行った時ガ
ケから見つけた

元気な内はずっと続けたいで
す

　

14 1951年 調理員 2013年
石に興味があった 化石を見つけた時 知り合いに話しを聞いて。今ま

で以上に化石が好きになった。
年中、特に冬、北海道は6月、
冬は暑くなく草木が茂ってない
から

人のいないところ よく見る 持てる重さ レンタルガレージ プラビトセラス：解らない事が沢
山あるから

ニッポニテスを探す事 いつまでも北海道と付きあって
いきたい

圓谷昂史ほか　北海道博物館第19回企画テーマ展・北海道化石会発足50周年記念展﻿の報告
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もがいる場合はある程度大きくなった頃と推測される。
化石に興味をもつきっかけはそれぞれだが、6番のよう
にアンモナイトの置物が知人宅にあったり、7・8番の
ようにアンモナイトが身近で見つかることが影響してい
る例、10番と12番のように三笠高校での発掘調査に関
わったことが影響している例などは、生活圏の自然環境
が大きくかかわっており、その土地・時代ならではの
きっかけといえる。また、入会してからの活動スタイル
も、一時的に休会したり（10番）、最初は名ばかりの会
員（12番）だったり、体調の都合で採集に出かけられ
ないのでクリーニング作業が中心となる会員（8番）も
おり、それぞれの状況に合わせて変化している。

化石に、あるいは化石探しで感じる魅力は、化石その
ものを見つけだすことと、クリーニングによって全体を
見出した時の2つに大別できる。いずれにせよ、これま
で見えなかったものが自分の力によって顕わになる点が、
大きな魅力と考えられる。そのほか、1番のように川の
中を歩くことでストレス解消になる、という回答や、4
番のように「スーチャーの美しさ」と外形の魅力を挙げ
た例もあった。

加入のきっかけの多くは知人、職場の同僚による勧誘
などで、4・8番の山中で化石会会員と出会って入会、
という例は化石会ならではといったところであろう。9
番のように親が入会しており、自分も入会したという例
もあった。10番の一時的に休会したという例は、炭鉱
の閉山が地域経済に与えた影響をうかがわせる。加入す
ることによって起こった変化としては、知識が増えたり、
クリーニング技術が向上したり、展示の機会が得られた
ことが挙がった。

化石を探す時期について、8・10・11・12番などの
回答から雪解けが重要なタイミングであることがわかる。
可能な限り探しに行きつつ、水位が高い時期を避けたり

（1番）、クマの出没を気にする（3番）など、安全に配
慮していることもうかがえる。回答にややばらつきがあ
るのは、それぞれ探しに行く場所が異なるからである。
冬に探しに行く例（4番）があるが、これは回答者が対
象とする化石が出る地層が海にあり、かつ海岸部が浅い
ためにアクセスしやすく、また結氷しないという条件を
満たす地域であるためである。

化石を探す場所は、欲しい化石が出る地層を調べたり、
人から聞いて選定している場合が多い。また「人のいな
いところ」というように、まだ誰も化石を見つけていな
いような場所という点も重要視されている。化石探しの
コツについては、とにかくよく見る／丁寧に探すことが
挙げられた。興味深いのは「化石に呼ばれる」という感
覚（1番）である。何度も出かけ、探すことによって化
石がありそうな場所を感覚的につかめるようになるとい

う認識は、聞き取ったところ他の会員にも理解されると
ころであり、共通した感覚のようである。

持ち帰る化石の基準は、自分一人で運べることや、初
めて見つけた種類のもの、保存状態のいいものなどが挙
げられた。なかにはクリーニング教室用やプレゼント用
にと小さなものを持ち帰っている例（7・12番）もあった。

保管場所は、家の中や、納屋、小屋を用意した例など
があった。

（4）-2-5） その他の調査
①�化石会会員への聞き取り調査

アンケート調査の結果を受け、化石会の会員3名（7・
8・12番）への聞き取り調査を実施した。この3名に依
頼した理由は、聞き取り調査を承諾してくれたことのほ
か、次のとおりである。7番は子どものころの体験や化
石探しの際に化石以外の点にも注目しているところが興
味深かったこと、8番は化石採集には行けなくなっても、
会員間のつながりで現在も化石と関わり続けることがで
きている点が興味深かったこと、12番は三笠高校在学
中の発掘調査の状況について詳細をうかがいたかったこ
とがそれぞれへ依頼するきっかけである。3名の自宅に
うかがい、アンケートの回答を基に、人生のどのような
タイミングで化石（アンモナイト）との関わりがあった
か、どのように採集やクリーニングなどを続けた（かか
わり続けた）かの詳細を明らかにするため、個人史を作
る要領で聞き取りを進めた。

7 番と8番の2人は、石炭産業が盛んかつ化石が産出
しやすい、夕張市の出身である。また12番は東京都で
生まれ育ったが、夕張市同様石炭産業が盛んかつ化石の
産出する三笠市に移り住み、三笠高校へと進学した。3
人とも若いころにアンモナイトに興味をもつきっかけが
あり、就職後ある程度年数がたった段階で化石会に入る
などして化石（アンモナイト）と関わる機会を持つよう
になった、という流れがあることを確認した。

また、化石会への関わり方も年齢と共に変化し、行事
にただ参加するのではなく、子どもを対象としたワーク
ショップ用の材料を集めたり、知り合いを通じて展示す
る機会の確保など会の維持や裾野を広げるための活動も
するようになったことが分かった。

アンケートでは、職場の人に誘われて入会したという
例が少なくなかったが、8番の会員によれば、化石に興
味がある人たちの集まりのため、職業と関係なく人と関
われることが楽しいという話が出た。化石会が、職場で
個人的なつながりを生む場合もあれば、むしろ一個人と
して職場とはまったく異なる付き合いをもちたいという
願望をかなえる場でもあることがうかがえる。

化石会全体の活動については表5、一年間の活動につ
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いては図12のとおりだが、それ以外に化石採集の帰り
に、他の会員の家を訪ねて挨拶をしたり、採れた化石を
見せたりと小規模かつ個人間の交流もある。

これらの聞き取りのほか、クリーニング道具の説明を
受けたり、化石の保管やクリーニングを行うスペースの
写真撮影を行った。アンケートで質問した化石の置き場
の確保も重要な問題だが、クリーニング作業では比較的
大きい音がすることや粉塵が出ることもあって、作業場
所の確保が難しいという話が出た。クリーニングで化石
から剥がした石については、家庭菜園を区切るために使
用したり、クリーニング前のノジュールを庭先に置いて
おくなど、アンケートで分からなかった部分について聞
き取りを行った 。この間、炭鉱があった地域での生業
や結婚の在り様、檀那寺の総代を務めたり寺に飾るため
の花を家庭菜園で育てるなど、一人の化石会の会員の暮
らしのなかに複数の、異なるレベルでの付き合いが存在
することを改めて確認した。
②�学芸員の活動に関する調査

学芸員同士であっても、分野が異なると、調査地の選
定方法や一年間の調査スケジュール、調査方法、資料整
理の方法なども異なるため、研究活動の詳細がわからな

い場合も少なくない。まして展示を見に来る観覧者の多
くにその活動は知られていないことが推測された。そこ
で、業務の一部であり本展示会の準備にもなる地学分野
担当学芸員の資料整理の観察と、野外での調査（化石採
集）に帯同した。

今回整理された資料は、化石会あるいは会員から過去
に寄贈されたアンモナイト化石である。整理された資料
の詳細は、本紀要で報告する久保見ほか（2023）を参照
されたい。当館職員の作業のほか、アンモナイトの研究
を専門とする三笠市立博物館の職員に作業を依頼するこ
とも、学芸員個人の専門は細分化されていることを伝え
る一例として作業風景を観察し、工程を圓谷に確認した。

化石採集は、化石会の会員3名と圓谷・久保見両氏の
調査に帯同した（写真18・19）。どのような道具を使う
のか、どういった服装で出かけるのか、基本的かつ初心
者が知らない情報であるため、会員や当館職員に質問し、
可能な限り展示したいと考え、この時点で展示ケースに
入れられる大きさの物を選定した。調査中には、化石の
探し方の違いや、化石を含む地層を観察・記録する久保
見学芸員の調査の様子を観察、撮影、適宜聞き取り調査
を行った。

表5　化石会全体の活動

月 活動名 内容・その他
1月

新年会
1月末から2月のどこかで、日中に開催。各会員が持参した化石を見て、翌年の
化石会の年賀状の顔になる1点を選ぶ。
そのほか、食品や家庭用品のオークションを楽しむ。2月

3月 　 　
4月 総会 前年度の決算、新年度の事業を決定。
5月 　 　
6月 探石会 皆で山に入り、化石を探す。
7月 　 　
8月 　 　
9月 野遊会 午前中は皆で化石採集、午後はジンギスカンを食べて交流。
10月 三笠市民文化祭化石展示 　
11月 　 　
12月 　 　

※年4回、機関紙『ダメシテス』を発行

写真18　化石採集① 写真19　化石採集②
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（4）-3 パネル作成・展示作業
パネルは、調査で得たデータを、主に会話形式に構成

した。1つの吹き出しがおおよそ150字程度になるよう
に努めたが、「学芸員のお仕事　その2」のパネルは、
本人にそれぞれ書いてもらったため、大幅に文字数が増
えた。この点については、学芸員の特性が伝わる例と捉
え、あえて修正しなかった。

展示資料は、展示資料リスト（156～157頁）の38点
であり、3台のケースを使用することになっていたため、
そこに合わせて会話の内容も展示ケース内の資料を説明
するものとし、キャプションは資料名のみにしてケース
内のスペースを確保した。

（5）	当館が連携する外部機関の取り組みの紹介 
本展の最後に、化石を対象に展示や教育普及、学術的

な活動などを行う、2つの外部機関の紹介コーナーを設
けた（写真20）。

1 つ目は、「北海道恐竜・化石ネットワーク研究会
（以下、本研究会）」である。ここでは、本研究会の活動
の概要、製作した動画やオンライン展示などをまとめた
パネルを展示した。また、本展の観覧後に各地にある構
成施設を訪れてもらうことを目指し、各施設のパンフ
レットなどを会場で配布した（写真21）。本研究会は、
北海道総合政策部地域創生局地域政策課が事務局を務め
ており、道内で発掘される恐竜をはじめとした様々な古
代生物の化石を資源として活用した地域づくりに向け、
地域間が連携した取り組みを進めることを目的として、
平成30（2018）年1月に設立された。同年8月には、取
り組みの基本的な考え方である「恐竜・化石を活かした
地域づくりの方向性」を取りまとめ、これに基づき、各
市町村・博物館などと連携し、恐竜・化石に関する情報
発信の一元化や、イベントの実施などに取り組んでいる。
令和4（2022）年度は、当館を含む13施設（三笠市立
博物館（三笠市）、むかわ町穂別博物館（むかわ町）、中
川町エコミュージアムセンター（中川町）、小平町文化
交流センター（小平町）、足寄動物化石博物館（足寄町）
沼田町化石体験館（沼田町）、札幌市博物館活動セン
ター（札幌市）、黒松内町ブナセンター（黒松内町）、八
雲町郷土資料館（八雲町）、オホーツクミュージアムえ
さし（枝幸町）、浦幌町立博物館（浦幌町）、別海町郷土
資料館（別海町））で構成され、北海道大学総合博物館
副館長・教授の小林快次氏がアドバイザーとなっている。

2 つ目は、古生物学の発展・普及を目的とする学術団
体「日本古生物学会（以下、本学会）」である。ここで
は、本学会の活動と令和元（2019）年に製作した「異
常巻きアンモナイト3D化石図鑑」の概要をまとめたパ
ネルを展示した。また、製作された3D図鑑のデータは、

写真20　�「当館が連携する外部機関の取り組みの紹介」の展示

写真21　北海道恐竜・化石ネットワーク研究会の展示

写真22　�日本古生物学会「異常巻きアンモナイト3D化石図鑑」
の展示
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無料で公開されていることから、観覧者自身のスマート
フォンなどで閲覧してもらえるようQRコードを作成し、
当館から素材として提供した実物化石4点も展示した

（写真22）。「異常巻きアンモナイト3D化石図鑑」は、本
学会が多くの方に生物の持つ形の不思議さを実感しても
らうことを目的として、クラウドファンディングで資金
を集め実施したものである。対象となったアンモナイト
化石は、本学会のシンボルマークであるニッポニテス・
ミラビリスNipponites mirabilisをはじめとした異常巻き
アンモナイトで、令和5（2023）3月では27点が公開さ
れている（日本古生物学会HP）。

5　観覧者を対象としたアンケート調査

（1）	調査方法
本展の会期中、観覧者全員を対象（回答は任意）に、

①紙媒体（展示室の出口付近に記入用の机、アンケート
用紙と筆記用具を用意して、その場で回答してもらう方
法）、②電子媒体（展示室の出口付近で掲示、または紙
媒体で配布したQRコードを自身のスマートフォンなど
の端末で読み込み、専用サイト（北海道電子自治体共同
システム（簡易申請）を利用）にアクセスして、回答し
てもらう方法） 、の2つの方法で調査を行った。質問項

目の選定、回答の集計方法は、当館の企画展示で毎回使
用している調査手法に合わせて行った （図14）。

（2）	調査結果・考察
本展の観覧者15,354人から、296件（回答率1.9％）

の回答を得た。回答方法の内訳は、紙媒体90.9％（269
件）、電子媒体9.1％（27件）である。以下に、質問1～
7の回答結果と、若干の考察を記述する。
■質問1. ご年齢は？

10代未満が19.0％（58件）、10代が17.3％（53件）、
40代が15.7％（48件）と上位を占めながら、幅広い年
齢層からの回答を得た（図15）。

■質問2. 性別は？
男性が55.1％（163件）とやや多く、女性が36.1％

（107件）と回答を得た（図16）。

図16　アンケート結果　性別

■質問3. お住まいは？
札幌市内が59.1％（175件）、当館の近隣市町村（江

別市、北広島市、千歳市、恵庭市、石狩市）は17.6％
（52件）となり、約8割は当館の近隣と回答を得た（図
17）。また、その他道内は10.1％（30件）、その他道外
は9.5％（28件）と、遠方からの観覧者がいたことも示
された。

19.0％

17.3％

9.8％
8.2％

4.9％

15.7％

9.5％

5.6％

6.9％
1.2％

n=306

10 代未満
10 代
20 代
30 代
40 代
50 代
60~64 歳
65~69 歳
70 代
80 代以上
無回答

図15　アンケート結果　年齢（複数回答有）

36.1％

55.1％

2.0％

6.8％

n=296

女性
男性
男性 /女性
無回答

来来館館日日 22002222年年    月月    日日  

北海道博物館 第 19回企画テーマ展・北海道化石会発足 50周年記念展 
「アンモナイトと生きる－50年の歩みとこれから－」 

今今後後のの展展示示会会、、ササーービビススのの参参考考ににささせせてていいたただだくくたためめ、、よよろろししけけれればばアアンンケケーートトににごご協協力力くくだだささいい。。 
 

1. ご年齢は？ ①10代未満  ②10代 ③20代 ④30代 ⑤40代 

⑥50代   ⑦60～64歳    ｓ  ⑧65～69歳 ⑨70代 ⑩80代以上 

2. 性別は？   （        ） 
 

3. お住まいは？ 
①札幌市内（    区）    ②江別市   ③北広島市   ④恵庭市   ⑤千歳市  ⑥石狩市 

⑦その他道内（        ）   ⑧道外（        ）  ⑨国外（        ） 

 
4. どなたといらっしゃいましたか？ 

①ひとり  ②友人 ･仲間  ③カップル  ④家族･パートナー  ⑤子連れ  ⑥学校で  ⑦その他

（            ） 
 

5. 何人でいらっしゃいましたか？ ※回答者をふくめた人数をお答えください 
（            ）人 
 

6. 本展示会を何でお知りになりましたか？（複数回答可） 
①新聞   ②雑誌   ③テレビ   ④ラジオ   ⑤ポスター   ⑥ちらし    （⑤・⑥と答えたかたは下へ) 

 

 

 

 

⑦口コミ  ⑧SNS  ⑨当館 Twitter  ⑩当館ウェブサイト  ⑪当館イベント  ⑫屋外看板    
⑬今日来館して初めて知った  ⑭その他（           ） 

  

7. 本展示会をご覧になった感想を教えてください 
①たいへん満足  ②満足  ③不満  ④たいへん不満 

具具体体的的ななごご感感想想をを教教ええててくくだだささいい  

 

 

 

（欄が足りない場合は、裏面をご使用ください） 

今今後後ごご覧覧ににななりりたたいい展展示示会会ががああれればば、、テテーーママやや内内容容をを教教ええててくくだだささいい 
 

 

8. 北海道博物館の 総合展示 はご覧になりましたか？ ご感想をお教えください。 
①たいへん満足    ②満足    ③不満    ④たいへん不満   ⑤見ていない 

具具体体的的ななごご感感想想ななどどががああれればば、、おお書書ききくくだだささいい 

9. 当館の感染症対策について、ご感想を教えてください。  

①とても安心    ②安心    ③不安    ④とても不安 

具具体体的的ななごご感感想想ななどどががああれればば、、おお書書ききくくだだささいい  

  

  

  

    ごご協協力力いいたただだきき、、あありりががととううごござざいいままししたた。。  

ポスター・ちらしはどこでご覧になりましたか？ （あてはまるものにいくつでも○） 

aa図書館 bb区民ｾﾝﾀｰ cc市・区役所 dd他の博物館や美術館 ee学校  ｆｆ当館 ggその他（              ） 

図14　本展示会のアンケート用紙
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■質問4. どなたといらっしゃいましたか？
家族・パートナーが45.5％（138件）と約半数を占め、

ひとりが21.8％（66件）、友人・仲間が10.6％（32件）
と回答を得た（図18）。

■質問5．何人でいらっしゃいましたか？
2 人が33.1％（98件）と最も多く、1人が22.6％（67

件）、3人が19.3％（57件）、4人が14.2％（42件）と回
答を得た（図19）。“質問1. ご年齢は？ ”では、10代未満、
10代、40代が上位を占めていたこと、“質問4. どなた
といらっしゃいましたか？ ”では、家族・パートナーが
45.5％（138件）、また子連れが6.3％（19件）であった
ことから、本展の観覧者は、10代以下の子どものいる
家族の観覧が多かったことが明らかとなった。

■質問6．本展示会を何でお知りになりましたか？（複
数回答可）

ポスターが16.8％（56件）、新聞が16.2％（54件）、
ちらしが12.0％（40件）、当館ウェブサイトが11.4％

（38件）、来館して知ったが11.1％（37件）と回答を得
た（図20）。また、“ポスター・ちらしはどこでご覧に
なりましたか？ ”では、109件の回答（複数回答有）が
あり、当館が18.3％（20件）、他の博物館や美術館が
18.3％（20件）、図書館が15.6％（17件）と、上位を占
める回答を得た（図21）。

■質問7．本展示会をご覧になった感想を教えてください
たいへん満足が56.0％（167件）、満足が34.6％（103

件）と、比較的高い満足度を得られた（図22）。

n=296

11.1％

59.1％

3.4％

1.0％

9.5％

0.7％

1.4％

10.1％

3.7％

札幌市内
江別市
北広島市
千歳市
恵庭市
石狩市
その他道内
その他道外
無回答

図17　アンケート結果　居住地

n=303

21.8％

45.5％

10.6％

6.3％

4.6％

7.6％

2.3％
2.3％

ひとり
友人・仲間

家族・パートナー
子連れ
学校で
その他
無回答

カップル

図18　アンケート結果　同伴者（複数回答有）

22.6％

33.1％
19.3％

8.2％

4.9％

14.2％

9.5％
5.6％

6.9％

1.2％

n=296

１人
２人
３人
４人
５人
６人以上
　10 人未満
10 人以上
　50 人未満
50 人以上
　100 人未満
100 人以上
無回答

図19　アンケート結果　来館人数

n=333

16.2％ 3.0％

6.3％

7.8％

11.4％
1.2％

1.2％
2.1％

4.5％

16.8％

11.1％

12.0％
4.5％

1.8％

新聞

その他

雑誌
テレビ
ラジオ
ポスター
ちらし
口コミ
SNS
当館 Twitter
当館ウェブサイト
当館イベント
屋外看板
今日来館して
初めて知った

図20　アンケート結果　本展示会を知ったきっかけ（複数回答有）

n=109

15.6％

18.3％

10.1％

10.1％

11.0％

8.3％

18.3％

8.3％
図書館
区民センター
市・区役所
他の博物館
や美術館
学校
当館
その他
無回答

図21　�アンケート結果　ポスター・ちらしはどこでご覧にな
りましたか（複数回答有）

56.0％34.6％

1.7％
7.0％

n=296

0.7％

たいへん満足
満足
不満
たいへん不満
無回答

図22　アンケート結果　本展示会の感想
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また、“具体的なご感想を教えてください”では全体の
73.0％（216件）の回答を得た。本展の「アンモナイト
と関わる人」というテーマをはじめ、北海道の成り立ち、
出品された化石の多様性や美しさ、展示方法への具体的
な評価を多数得られた。また、化石会に対する好意的な
感想も得られた。一方、アンモナイトの種類の分け方や
体の構造など古生物学・地質学的内容の充実、化石の周
りの石を取り除くクリーニング作業の方法、触れる化石
の出品など、展示内容への要望も散見された。以下に、
これらに関する回答の抜粋を示す。

・�モノと人の関りというテーマをアンモナイトという切
り口からみれたのがよかった（物のもつ物語）（評
価：たいへん満足）

・一口にアンモナイトと言っても色々な種類があり、さ
まざまな人や経緯と関り、私たちの目の前にあるのだ
と感動しました。こういう化石を見ていると、やっぱ
り地球ってすごいんだなと思いました。（評価：たい
へん満足）

・展示されたアンモナイトが素晴らしいのはもちろんで
すが、会員のみなさんのアンモナイトとの出会いや発
見までの苦労が伝わり、魅力的な展示になっていまし
た。学芸員の方からの質問形式のパネルも大変読みや
すかったです（評価：たいへん満足）

・アンモナイトは好きでよく見に行きますが、「愛好す
る人」に焦点をあてたものは意外で、とても興味深く
楽しく見られました。素人なので学術的な知識より、
親しみを持って見ることができました（評価：満足）

・北海道が陸地とつながっていたことは知っていました
が、2つに分れつしていたことはしりませんでした。
さらに、アンモナイトの様々な姿がみれとてもよかっ
たです（評価：満足）

・化石会に入りたい（8才長男） （評価：満足）
・アンモナイトの種類の見分け方のポイントなど説明ポ

スターなどあると嬉しい。（評価：満足）
・展示が単調、クリーニング過程やクリーニングの道具

をみたかった。アンモナイトの体の構造がわかる標本
も見たかった。（評価：たいへん満足）

・アンモナイトの名前は、誰がどのような意味で付けた
のか又誰がつけるのか、説明があればよい（評価：満
足・不満）

・満足：化石にかかわる人の心意気を教えられた。
  	不満：さわれる化石があればいいのに（評価：満足・不満）

6　おわりに 

本展は、当館と化石会の50年にわたる連携・協働の

歴史と化石会発足50周年を記念して、「アンモナイトに
関わる人」というテーマで開催した。このテーマがより
多くの観覧者に伝わるよう、化石会会員の自慢・思い出
のアンモナイトをはじめとする152点の化石とエピソー
ドを展示し、当館の学芸員はそれぞれの専門性を活かし
て展示を構成した。会期中に実施したアンケート調査の
結果、たいへん満足・満足が約9割と、比較的高い評価
を得ることができ、本展の目的であった、化石と化石会、
当館をより身近に感じてもらえるようにすることは、概
ね達成できたと感じている。一方、アンモナイトの地質
学・古生物学的内容の充実や、触れる化石の出品など、
展示内容への要望も散見された。今後は、これらの成果
と課題を糧とし、化石会をはじめ、化石を対象に活動を
行う外部機関との連携・協働を一層深めながら、「アン
モナイトをはじめとする化石の魅力をたくさんの方々に
伝えたい」という志を持ち、展示や教育普及、研究活動
を展開していきたい。
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図版１．展示資料    　[      ] は展示資料リストの番号に対応

１．Tracheophytes [2-1-1] ２．Linuparus japonicus [2-1-2]

３．Prionocyclus aberrans (cobbani) [2-1-3] ４．Ainoceras paucicostatum, Ainoceras kamuy
        [2-1-4]

５．Ainoceras kamuy [2-1-5] ６．Anagaudryceras limatum [2-1-6]

７．Damesites sugata, Polyptychoceras yubarense
        [2-1-7]

８． Tongoboryceras sp. [2-1-8]

図版１．展示資料    　[      ]は展示資料リストの番号に対応
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図版２．展示資料    　[      ] は展示資料リストの番号に対応

１．Hauericeras angustum [2-1-9(1)] ２．Phyllopachyceras ezoense [2-1-9(2)]

３．Tetragonites popetensis [2-1-10(1)] ４．Tetragonites glabrus [2-1-10(2)]

５．Polyptychoceras sp. [2-1-10(3)] ６．Ainoceras paucicostatum [2-2-1]

７．Vascoceras sp. [2-2-2] ８．Yokoyamaoceras ishikawai [2-2-3]

図版２．展示資料    　[      ]は展示資料リストの番号に対応
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図版３．展示資料    　[      ] は展示資料リストの番号に対応

１．Anagaudryceras sp. [2-2-4] ２．Eutrephoceras sp. [2-2-5]

３．骨化石 [2-2-6] ４．アンモナイトを入れた額 [2-2-7]

５．化石の入ったノジュール [2-2-8] ６．いろいろなアンモナイトを入れた鉢 [2-2-9]

７．Menuites sp. [2-2-10] ８．Gaudryceras sp. [2-3-1]

図版３．展示資料    　[      ]は展示資料リストの番号に対応
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図版４．展示資料    　[      ] は展示資料リストの番号に対応

１．Gaudryceras denseplicatum [2-3-2] ２．Anagaudryceras limatum, Damesites damesi 
         [2-3-3]

３．Neophylloceras sp. [2-3-4] ４．Neomphaloceras sp. [2-3-5]

５．Muramotoceras sp. [2-3-6] ６．Eubostrychoceras sp. [2-3-7]

７．Kossmaticeras sp. [2-3-8] ８．Subprionocyclus minimus [2-3-9]

図版４．展示資料    　[      ]は展示資料リストの番号に対応
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図版５．展示資料    　[      ] は展示資料リストの番号に対応

１．Pseudobarroisiceras sp. [2-3-10] ２．Desmoceras sp. [2-3-11]

３．Pachydesmoceras kossmati [2-3-12] ４．Pachydesmoceras sp. [2-3-13]

５．Gaudryceras sp. [2-3-14] ６．Yokoyamaoceras ishikawai [2-3-15]

７．骨化石 [2-1-16] ８．骨化石 [2-3-17]

図版５．展示資料    　[      ]は展示資料リストの番号に対応
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図版６．展示資料    　[      ] は展示資料リストの番号に対応

１．Sharpeiceras sp. [2-4-1] ２．Anagaudryceras howarthi [2-4-2]

３．Calycoceras sp. [2-4-3] ４．Menuites sp. [2-4-4]

５．Canadoceras sp. [2-4-5] ６．Gaudryceras yokoii [2-4-6]

７．Canadoceras multicostatum [2-5-1] ８．Canadoceras sp. [2-5-2]

図版６．展示資料    　[      ]は展示資料リストの番号に対応
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図版７．展示資料    　[      ] は展示資料リストの番号に対応

１．Gaudryceras crassicostatum [2-5-3] ２．Pachydiscus soyaensis [2-5-4]

３．Schlueterella kawadai [2-5-5] ４．Nautilidae [2-5-6]

５．Desmoceras sp., Diplomoceras sp. [2-5-7] ６．Canadoceras sp. [2-5-8]

７．Anagaudryceras sp. [2-5-9] ８．Desmoceras ezoanum [2-5-10]

図版７．展示資料    　[      ]は展示資料リストの番号に対応
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図版８．展示資料    　[      ] は展示資料リストの番号に対応

１．Anagaudryceras limatum [2-5-11] ２．Mesopuzosia sp. [2-5-12]

３．Tetragonites glabrus [2-5-13] ４．Tetragonites glabrus [2-5-14]

５．Heteroptychoceras obatai [2-5-15] ６．Hyperpuzosia tamon [2-6-1]

７．Oxytropidoceras sp. [2-6-2] ８．Parajaubertella kawakitana [2-6-3]

図版８．展示資料    　[      ]は展示資料リストの番号に対応

北海道博物館研究紀要　第8号　2023年

140



Title:06- 圓谷 .indd　p141　2023/03/22/ 水 17:23:27

図版９．展示資料    　[      ] は展示資料リストの番号に対応

１．Mantelliceras dixoni [2-6-4] ２．Mantelliceras lymense [2-6-5]

３．Puzosia sp. [2-6-6] ４．Calycoceras orientale [2-6-7]

５．Yubariceras yubarense [2-6-8] ６．Muramotoceras yezoense [2-6-9]

７．Inoceramus sp., Eubostrychoceras japonicum
        [2-6-10]

８．Nipponites mirabilis [2-6-11]

図版９．展示資料    　[      ]は展示資料リストの番号に対応
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図版 10．展示資料    　[      ] は展示資料リストの番号に対応

１．Nipponites occidentalis [2-6-12] ２．Nipponites sachalinensis [2-6-13]

３．Subprionocyclus minimus [2-6-14] ４．Hourcquia ingens [2-6-15]

５．Gaudryceras mite [2-6-16] ６．Pachydesmoceras mihoense [2-6-17]

７．Forresteria yezoensis [2-6-18] ８．Anagaudryceras limatum [2-6-19]

図版10．展示資料    　[      ]は展示資料リストの番号に対応
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図版 11．展示資料    　[      ] は展示資料リストの番号に対応

１．Ainoceras kamuy, Ainoceras paucicostatum 
        [2-6-20]

２．Eupachydiscus haradai [2-7-1]

３．Scaphites sp. [2-7-2] ４．Gaudryceras hamanakense [2-7-3]

５．Echinoidea [2-7-4] ６．Diplomoceras sp. [2-7-5]

７．Elasmobranchii [2-7-6] ８． Eupachydiscus sp. [2-8-1]

図版11．展示資料    　[      ]は展示資料リストの番号に対応
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図版 12．展示資料    　[      ] は展示資料リストの番号に対応

１．Eupachydiscus sp. [2-8-2] ２．Neopzosia sp. [2-8-3]

３．Tetragonites glabrus [2-8-4] ４．Polyptychoceras obstrictum  [2-8-5]

５．Polyptychoceras yubarense [2-8-6] ６．Polyptychoceras pseudogaultinum [2-8-7]

７．Gaudryceras sp. [2-8-8] ８．Texanites kawasakii [2-8-9]

図版12．展示資料    　[      ]は展示資料リストの番号に対応
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図版 13．展示資料    　[      ] は展示資料リストの番号に対応

１．Neopzosia sp., Gaudryceras sp. [2-8-10] ２．Mesopuzosia yubarensis [2-8-11]

３．Menuites japonicus [2-8-12] ４．Collignoniceratidae [2-8-13]

５．Mesopuzosia pacifica [2-8-14] ６．Romaniceras sp. [2-8-15]

７．Gaudryceras hamanakense [2-8-16] ８．Nipponites mirabilis [2-9-1]

図版13．展示資料    　[      ]は展示資料リストの番号に対応
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図版 14．展示資料    　[      ] は展示資料リストの番号に対応

１．Ryuella ryu, Eubostrychoceras sp. [2-9-2] ２．Muramotoceras sp. [2-9-3]

３．Scaphites sp., Scalarites sp., Yezoites sp. [2-9-4] ４．Polyptychoceras sp., Menuites sp.,
        Phyllopachyceras sp., Neophylloceras sp. [2-9-5]

５．Pseudoxybeloceras sp. [2-9-6] ６．Menuites japonicus [2-9-7]

７．Anagaudryceras limatum [2-9-8] ８．Romaniceras yezoense [2-9-9]

図版14．展示資料    　[      ]は展示資料リストの番号に対応
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図版 15　展示資料    　[      ] は展示資料リストの番号に対応

１．Neomphaloceras costatum [2-9-10] ２．Neomphaloceras pseudomphalum [2-9-11]

３．Jimboiceras planulatiforme, 
       Gaudryceras denseplicatum [2-9-12]

４．Damesites damesi, Yokoyamaoceras ishikawai
        [2-9-13]

５．Tetragonites glabrus [2-9-14] ６．Canadoceras kossmati [2-9-15]

７．Desmophyllites diphylloides [2-9-16] ８．Sharpeiceras sp. [2-10-1]

図版15　展示資料    　[      ]は展示資料リストの番号に対応
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図版 16．展示資料    　[      ] は展示資料リストの番号に対応

１．Saghalinites teshioensis, Metaplacenticeras sp.
        [2-10-2]

２．Hauericeras angustum [2-11-1]

３．Nautilidae  [2-11-2] ４．Eupachydiscus sp. [2-11-3]

５．Menuites japonicus [2-11-4] ６．Subptychoceras yubarense [2-11-5]

７．Damesites damesi [2-11-6] ８．Tetragonites glabrus [2-12-1]

図版16．展示資料    　[      ]は展示資料リストの番号に対応
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図版 17．展示資料    　[      ] は展示資料リストの番号に対応

１．Damesites sugata [2-12-2] ２．Anagaudryceras limatum [2-12-3]

３．Calycoceras sp. [2-13-1] ４．Calycoceras sp. [2-13-2]

５．Mantelliceras sp. [2-13-3] ６．Cunningtoniceras takahashii [2-13-4]

７．Mikasaites orbicularis [2-13-5] ８．Hypoturrilites komotai [2-13-6]

図版17．展示資料    　[      ]は展示資料リストの番号に対応
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図版 18．展示資料    　[      ] は展示資料リストの番号に対応

１．Eogunnarites sp. [2-13-7] ２．Austiniceras sp. [2-13-8]

３．Turrilites costatus [2-13-9] ４．Nipponites mirabilis,  Mesopuzosia pacifica 
        [2-13-10]

５．Eubostrychoceras japonicum, Scalarites sp.
        [2-13-11]

６．Eupachydiscus sp. [2-13-12]

７．Nautilidae  [2-13-13] ８．Scalarites sp. [2-13-14]

図版18．展示資料    　[      ]は展示資料リストの番号に対応
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図版 19．展示資料    　[      ] は展示資料リストの番号に対応

１．Gaudryceras intermedium [2-13-15] ２．Romaniceras sp. [2-13-16]

３．Hyphantceras sp. [2-13-17] ４．Peroniceras sp. [2-13-18]

５．Forresteria sp. [2-13-19] ６．Nipponites mirabilis  [2-13-20]

７．Tetragonites glabrus, Yezoites sp. [2-20-1] ８．Anagaudryceras limatum [2-20-2]

図版19．展示資料    　[      ]は展示資料リストの番号に対応
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図版 20．展示資料    　[      ] は展示資料リストの番号に対応

１．Anagaudryceras limatum [2-20-3] ２．Tetragonites glabrus [2-20-4]

３．Inoceramus sp. [2-20-5]

図版20．展示資料    　[      ]は展示資料リストの番号に対応
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展示資料リスト

番号 資料・パネル名 種類 サイズ
（縦×横×高）cm 時代 所蔵機関・所蔵者

（収蔵番号） 図版番号

0-0 タイトル - - - - -
0-1-1 展示解説書配布コーナー - - - - -
0-1-2 開催にあたって（北海道化石会） パネル A2 - - -
0-1-3 はじめに（北海道博物館） パネル A2 - - -
0-1-4 アンモナイトとは パネル A1 - - -
1-0 北海道とアンモナイト 　 　 - - 　
1-1 北海道は日本一のアンモナイト産地！ パネル A1 - - -
1-1-1 Eupachydiscus haradai 実物 14×12×9 Con-Cam 北海道博物館（113423） -
1-1-2 Eubostrychoceras japonicum 実物 16×11×9 Tu 北海道博物館（62031） -
1-1-3 Mesopusosia pacifica 実物 12×9×4 Tu-Con 北海道博物館（113141） -
1-2 北海道の地質学とアンモナイト研究の発展 パネル A1 - - -
1-2-1 日本蝦夷地質要略之図 実物 40×52 - 北海道博物館（122182） -
1-2-2 ライマンたちによる北海道全域の地質・炭田調査の年表 パネル A1 - - -
1-2-3 現在の北海道の地質区分図 パネル A1 - 　 -
1-2-4 地質図の凡例 パネル A2 - 　 -

1-3 いざ、アンモナイトの世界へ！
現在～第四紀（約2万年前）の北海道 パネル A1 - - -

1-3-1 新第三紀中新世前期～中期（約2,000万～1,300万年
前）の北海道 パネル A1 - - -

1-3-2 かんらん岩 実物 最大10×7×5
NM

（約1,300万
年前）

北海道博物館
（-） *5点展示 -

1-3-3 古第三紀始新世（約5,000万～4,500万年前）の北海道 パネル A1 - - -

1-3-4 石炭 実物 31×15×13
PE

（約5,000万～
4,500万年前）

北海道博物館（128309） -

1-3-5 後期白亜紀カンパニアン～マーストリヒチアン（約8,000
万～6,600万年前）の北海道 パネル A1 - - -

1-3-6 現在から白亜紀までの北海道の古地理変遷 サイネージ - - - -
2-0 私の自慢・思い出のアンモナイトたち 　 　 　 　 　
2-0-1 北海道のアンモナイトの種類と色の秘密 パネル A2 - -
2-1 私の自慢・思い出のアンモナイト パネル A3 - - 　
2-1-1 Tracheophytes 実物 12×18×9 Sa 冨田 秋男 氏 図版1-1
2-1-2 Linuparus japonicus 実物 16×10×22 Con 冨田 秋男 氏 図版1-2
2-1-3 Prionocyclus aberrans（cobbani） 実物 9×5×10 Tu 冨田 秋男 氏 図版1-3

2-1-4 Ainoceras paucicostatum
Ainoceras kamuy 実物 15×12×14 Cam 冨田 秋男 氏 図版1-4

2-1-5 Ainoceras kamuy 実物 8×9×11 Cam 冨田 秋男 氏 図版1-5
2-1-6 Anagaudryceras limatum 実物 30×15×20 Con 冨田 秋男 氏 図版1-6

2-1-7 Damesites sugata
Polyptychoceras yubarense 実物 20×10×24 Sa 冨田 秋男 氏 図版1-7

2-1-8 Tongoboryceras sp. 実物 16×10×18 Con 冨田 秋男 氏 図版1-8

2-1-9 Hauericeras angustum
Phyllopachyceras ezoense 実物 12×7×10 Sa 冨田 秋男 氏 図版2-1,2

2-1-10
Tetragonites popetensis
Tetragonites glabrus
Polyptychoceras sp.

実物 16×16×15 Sa 冨田 秋男 氏 図版2-3,4,5

2-2 私の自慢・思い出のアンモナイト パネル A3 - - 　
2-2-1 Ainoceras paucicostatum 実物 20×15×15 Con 八島 一夫 氏 図版2-6
　 　 　 　 　 　 　

凡例
〇列「サイズ」
・Aとは、国際標準規格ISOで定められたA列寸法の用紙サイズを示す
〇列「時代」
・UC：Upper Cretaceous 後期白亜紀（約1億～6,600万年前）
・Al：Albian 前期白亜紀 アルビアン(約1億1,300万～1億50万年前)
・Cen：Cenomanian 後期白亜紀 セノマニアン(約1億50万～9,390万年前)
・Tu：Turonian 後期白亜紀 チューロニアン(約9,390万～8,980万年前)
・Con：Coniacian 後期白亜紀 コニアシアン(約8,980万～8,630万年前)
・Sa：Santonian 後期白亜紀 サントニアン(約8,630万～8,360万年前)
・Cam：Campanian 後期白亜紀 カンパニアン(約8,360万～7,210万年前)
・Ma：Maastrichtian 後期白亜紀 マーストリヒチアン(約7,210万～6,600万年前)
・PE：Paleogene Eocene 古第三紀始新世（約5,600万～3,390万年前）
・NM：Neogene Miocene 新第三紀中新世（約2,303万～533万年前）
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番号 資料・パネル名 種類 サイズ
（縦×横×高）cm 時代 所蔵機関・所蔵者

（収蔵番号） 図版番号

2-2-2 Vascoceras sp. 実物 30×30×30 Tu 八島 一夫 氏 図版2-7
2-2-3 Yokoyamaoceras ishikawai 実物 15×7×15 Sa 八島 一夫 氏 図版2-8
2-2-4 Anagaudryceras sp. 実物 25×20×25 Con 八島 一夫 氏 図版3-1
2-2-5 Eutrephoceras sp. 実物 10×7×10 Tu 八島 一夫 氏 図版3-2
2-2-6 骨化石 実物 30×30×30 Tu 八島 一夫 氏 図版3-3
2-2-7 アンモナイトを入れた額 実物 30×10×35 Sa 八島 一夫 氏 図版3-4
2-2-8 化石の入ったノジュール 実物 20×20×20 Sa 八島 一夫 氏 図版3-5
2-2-9 いろいろなアンモナイトを入れた鉢 実物 15×30×30 UC 八島 一夫 氏 図版3-6
2-2-10 Menuites sp. 実物 15×15×15 UC 八島 一夫 氏 図版3-7
2-3 私の自慢・思い出のアンモナイト パネル A3 - - 　
2-3-1 Gaudryceras sp. 実物 23×14×16 Tu 佐々木 孝 氏 図版3-8
2-3-2 Gaudryceras denseplicatum 実物 21×12×14 Con 佐々木 孝 氏 図版4-1

2-3-3 Anagaudryceras limatum
Damesites damesi 実物 25×16×25 Con 佐々木 孝 氏 図版4-2

2-3-4 Neophylloceras sp. 実物 21×10×10 Sa 佐々木 孝 氏 図版4-3
2-3-5 Neomphaloceras sp. 実物 25×10×23 Tu 佐々木 孝 氏 図版4-4
2-3-6 Muramotoceras sp. 実物 16×11×12 Tu 佐々木 孝 氏 図版4-5
2-3-7 Eubostrychoceras  sp. 実物 15×15×13 Tu 佐々木 孝 氏 図版4-6
2-3-8 Kossmaticeras sp. 実物 16×10×14 Tu 佐々木 孝 氏 図版4-7
2-3-9 Subprionocyclus minimus 実物 21×16×8 Tu 佐々木 孝 氏 図版4-8
2-3-10 Pseudobarroisiceras sp. 実物 14×13×7 Con 佐々木 孝 氏 図版5-1
2-3-11 Desmoceras sp. 実物 17×15×8 Cen 佐々木 孝 氏 図版5-2
2-3-12 Pachydesmoceras kossmati 実物 22×10×13 Cen 佐々木 孝 氏 図版5-3
2-3-13 Pachydesmoceras sp. 実物 18×12×20 Tu 佐々木 孝 氏 図版5-4
2-3-14 Gaudryceras sp. 実物 12×10×10 Cen 佐々木 孝 氏 図版5-5
2-3-15 Yokoyamaoceras ishikawai 実物 20×16×20 Sa 佐々木 孝 氏 図版5-6
2-3-16 骨化石 実物 20×15×10 Sa 佐々木 孝 氏 図版5-7
2-3-17 骨化石 実物 23×17×13 Sa 佐々木 孝 氏 図版5-8
2-4 私の自慢・思い出のアンモナイト パネル A4 - - 　
2-4-1 Sharpeiceras sp. 実物 22×23×10 Cen 小川 益弘 氏 図版6-1
2-4-2 Anagaudryceras howarthi 実物 16×15×10 Tu 小川 益弘 氏 図版6-2
2-4-3 Calycoceras sp. 実物 10×9×5 Cen 小川 益弘 氏 図版6-3
2-4-4 Menuites  sp. 実物 3×14×13 Sa 小川 益弘 氏 図版6-4
2-4-5 Canadoceras  sp. 実物 7×19×13 Cam 小川 益弘 氏 図版6-5
2-4-6 Gaudryceras yokoii 実物 7×13×10 Cen 小川 益弘 氏 図版6-6
2-5 私の自慢・思い出のアンモナイト パネル A4 - - 　
2-5-1 Canadoceras multicostatum 実物 30×30×10 Cam 伊豆 斉 氏 図版6-7
2-5-2 Canadoceras  sp. 実物 20×20×6 Cam 伊豆 斉 氏 図版6-8
2-5-3 Gaudryceras crassicostatum 実物 21×18×7 Cam 伊豆 斉 氏 図版7-1
2-5-4 Pachydiscus soyaensis 実物 16×13×7 Cam 伊豆 斉 氏 図版7-2
2-5-5 Schlueterella kawadai 実物 13×18×10 Cam 伊豆 斉 氏 図版7-3
2-5-6 Nautilidae 実物 22×18×14 Cam 伊豆 斉 氏 図版7-4

2-5-7 Desmoceras  sp.
Diplomoceras  sp. 実物 15×12×10 Cam 伊豆 斉 氏 図版7-5

2-5-8 Canadoceras  sp. 実物 13×12×8 Cam 伊豆 斉 氏 図版7-6
2-5-9 Anagaudryceras  sp. 実物 16×15×8 Tu 伊豆 斉 氏 図版7-7
2-5-10 Desmoceras ezoanum 実物 17×14×5 Tu 伊豆 斉 氏 図版7-8
2-5-11 Anagaudryceras limatum 実物 18×19×6 Tu 伊豆 斉 氏 図版8-1
2-5-12 Mesopuzosia  sp. 実物 22×24×10 Tu 伊豆 斉 氏 図版8-2
2-5-13 Tetragonites glabrus 実物 15×13×9 Tu 伊豆 斉 氏 図版8-3
2-5-14 Tetragonites glabrus 実物 15×11×8 Tu 伊豆 斉 氏 図版8-4
2-5-15 Heteroptychoceras obatai 実物 10×9×10 Sa 伊豆 斉 氏 図版8-5
2-6 私の自慢・思い出のアンモナイト パネル A3 - - 　
2-6-1 Hyperpuzosia tamon 実物 38×38×16 Al 藤原 寛一 氏 図版8-6
2-6-2 Oxytropidoceras  sp. 実物 8×9×12 Al 藤原 寛一 氏 図版8-7
2-6-3 Parajaubertella kawakitana 実物 32×27×10 Cen 藤原 寛一 氏 図版8-8
2-6-4 Mantelliceras dixoni 実物 18×13×17 Cen 藤原 寛一 氏 図版9-1
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番号 資料・パネル名 種類 サイズ
（縦×横×高）cm 時代 所蔵機関・所蔵者

（収蔵番号） 図版番号

2-6-5 Mantelliceras lymense 実物 18×18×8 Cen 藤原 寛一 氏 図版9-2
2-6-6 Puzosia  sp. 実物 35×34×12 Cen 藤原 寛一 氏 図版9-3
2-6-7 Calycoceras orientale 実物 33×25×11 Cen 藤原 寛一 氏 図版9-4
2-6-8 Yubariceras yubarense 実物 20×20×13 Tu 藤原 寛一 氏 図版9-5
2-6-9 Muramotoceras yezoense 実物 10×14×8 Tu 藤原 寛一 氏 図版9-6

2-6-10 Inoceramus  sp.
Eubostrychoceras japonicum 実物 20×16×15 Tu 藤原 寛一 氏 図版9-7

2-6-11 Nipponites mirabilis 実物 5×7×8 Tu 藤原 寛一 氏 図版9-8
2-6-12 Nipponites occidentalis 実物 8×6×10 Tu 藤原 寛一 氏 図版10-1
2-6-13 Nipponites sachalinensis 実物 8×7×8 Con 藤原 寛一 氏 図版10-2
2-6-14 Subprionocyclus minimus 実物 8×11×16 Tu 藤原 寛一 氏 図版10-3
2-6-15 Hourcquia ingens 実物 15×14×13 Tu 藤原 寛一 氏 図版10-4
2-6-16 Gaudryceras mite 実物 30×24×14 Con 藤原 寛一 氏 図版10-5
2-6-17 Pachydesmoceras mihoense 実物 24×17×15 Con 藤原 寛一 氏 図版10-6
2-6-18 Forresteria yezoensis 実物 15×17×6 Con 藤原 寛一 氏 図版10-7
2-6-19 Anagaudryceras limatum 実物 17×20×14 Con 藤原 寛一 氏 図版10-8

2-6-20 Ainoceras kamuy
Ainoceras paucicostatum 実物 22×15×18 Cam 藤原 寛一 氏 図版11-1

2-7 私の自慢・思い出のアンモナイト パネル A4 - - 　
2-7-1 Eupachydiscus haradai 実物 11×10×12 Sa 谷口 治樹 氏 図版11-2
2-7-2 Scaphites  sp. 実物 10×7×4 Tu 谷口 治樹 氏 図版11-3
2-7-3 Gaudryceras hamanakense 実物 12×13×8 Ma 谷口 治樹 氏 図版11-4
2-7-4 Echinoidea 実物 9×7×8 UC 谷口 治樹 氏 図版11-5
2-7-5 Diplomoceras  sp. 実物 12×10×9 Sa 谷口 治樹 氏 図版11-6
2-7-6 Elasmobranchii 実物 16×9×10 Sa? 谷口 治樹 氏 図版11-7
2-8 私の自慢・思い出のアンモナイト パネル A4 - - 　
2-8-1 Eupachydiscus  sp. 実物 19×14×13 Sa 唐沢 直道 氏 図版11-8
2-8-2 Eupachydiscus  sp. 実物 16×14×13 Sa 唐沢 直道 氏 図版12-1
2-8-3 Neopzosia  sp. 実物 14×12×10 Sa 唐沢 直道 氏 図版12-2
2-8-4 Tetragonites glabrus 実物 12×10×12 Sa 唐沢 直道 氏 図版12-3
2-8-5 Polyptychoceras obstrictum 実物 21×15×13 Sa 唐沢 直道 氏 図版12-4
2-8-6 Polyptychoceras yubarense 実物 13×12×15 Sa 唐沢 直道 氏 図版12-5
2-8-7 Polyptychoceras pseudogaultinum 実物 18×15×10 Sa 唐沢 直道 氏 図版12-6
2-8-8 Gaudryceras  sp. 実物 12×15×9 Sa 唐沢 直道 氏 図版12-7
2-8-9 Texanites kawasakii 実物 15×13×12 Sa 唐沢 直道 氏 図版12-8

2-8-10 Neopzosia  sp.
Gaudryceras  sp. 実物 14×11×13 Sa 唐沢 直道 氏 図版13-1

2-8-11 Mesopuzosia yubarensis 実物 18×10×7 Sa 唐沢 直道 氏 図版13-2
2-8-12 Menuites japonicus 実物 17×15×13 Sa 唐沢 直道 氏 図版13-3
2-8-13 Collignoniceratidae 実物 11×10×11 Sa 唐沢 直道 氏 図版13-4
2-8-14 Mesopuzosia pacifica 実物 23×16×13 Tu 唐沢 直道 氏 図版13-5
2-8-15 Romaniceras  sp. 実物 6×3×6 Tu 唐沢 直道 氏 図版13-6
2-8-16 Gaudryceras hamanakense 実物 15×10×12 Ma 唐沢 直道 氏 図版13-7
2-9 私の自慢・思い出のアンモナイト パネル A4 - - 　
2-9-1 Nipponites mirabilis 実物 17×10×17 Tu 都築 三四男 氏 図版13-8

2-9-2 Ryuella ryu
Eubostrychoceras  sp. 実物 20×18×20 Tu 都築 三四男 氏 図版14-1

2-9-3 Muramotoceras  sp. 実物 26×20×18 Tu 都築 三四男 氏 図版14-2

2-9-4
Scaphites  sp.
Scalarites  sp.
Yezoites  sp.

実物 30×23×17 Tu 都築 三四男 氏 図版14-3

2-9-5
Polyptychoceras  sp.
Menuites  sp.
Phyllopachyceras  sp.
Neophylloceras  sp.

実物 19×28×14 Sa 都築 三四男 氏 図版14-4

2-9-6 Pseudoxybeloceras  sp. 実物 22×20×15 Cam 都築 三四男 氏 図版14-5
2-9-7 Menuites japonicus 実物 13×13×12 Sa 都築 三四男 氏 図版14-6
2-9-8 Anagaudryceras limatum 実物 17×17×10 Sa 都築 三四男 氏 図版14-7
2-9-9 Romaniceras yezoense 実物 17×16×6 Tu 都築 三四男 氏 図版14-8
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番号 資料・パネル名 種類 サイズ
（縦×横×高）cm 時代 所蔵機関・所蔵者

（収蔵番号） 図版番号

2-9-10 Neomphaloceras costatum 実物 20×20×10 Tu 都築 三四男 氏 図版15-1
2-9-11 Neomphaloceras pseudomphalum 実物 26×17×15 Tu 都築 三四男 氏 図版15-2

2-9-12 Jimboiceras planulatiforme
Gaudryceras denseplicatum 実物 17×17×15 Tu 都築 三四男 氏 図版15-3

2-9-13 Damesites damesi
Yokoyamaoceras ishikawai 実物 18×18×15 Sa 都築 三四男 氏 図版15-4

2-9-14 Tetragonites glabrus 実物 17×15×14 Sa 都築 三四男 氏 図版15-5
2-9-15 Canadoceras kossmati 実物 12×15×10 Cam 都築 三四男 氏 図版15-6
2-9-16 Desmophyllites diphylloides 実物 18×15×17 Cam 都築 三四男 氏 図版15-7
2-10 私の自慢・思い出のアンモナイト パネル A4 - - 　
2-10-1 Sharpeiceras  sp. 実物 31×9×19 Cen 濱田 琢朗 氏 図版15-8

2-10-2 Saghalinites teshioensis
Metaplacenticeras  sp. 実物 20×15×13 Cam 濱田 琢朗 氏 図版16-1

2-11 私の自慢・思い出のアンモナイト パネル A4 - - 　
2-11-1 Hauericeras angustum 実物 19×17×5 UC 正源 直行 氏 図版16-2
2-11-2 Nautilidae 実物 20×19×12 UC 正源 直行 氏 図版16-3
2-11-3 Eupachydiscus  sp. 実物 21×17×9 UC 正源 直行 氏 図版16-4
2-11-4 Menuites japonicus 実物 9×14×8 UC 正源 直行 氏 図版16-5
2-11-5 Subptychoceras yubarense 実物 22×15×12 UC 正源 直行 氏 図版16-6
2-11-6 Damesites damesi 実物 17×14×8 UC 正源 直行 氏 図版16-7
2-12 私の自慢・思い出のアンモナイト パネル A5 - - 　
2-12-1 Tetragonites glabrus 実物 13×15×10 Sa 竹田 徹 氏 図版16-8
2-12-2 Damesites sugata 実物 13×10×7 Sa 竹田 徹 氏 図版17-1
2-12-3 Anagaudryceras limatum 実物 14×8×10 Tu 竹田 徹 氏 図版17-2
2-13 私の自慢・思い出のアンモナイト パネル A3 - - 　
2-13-1 Calycoceras sp. 実物 26×37×10 Cen 岡島 孝義 氏 図版17-3
2-13-2 Calycoceras  sp. 実物 14×17×7 Cen 岡島 孝義 氏 図版17-4
2-13-3 Mantelliceras  sp. 実物 11×14×4 Cen 岡島 孝義 氏 図版17-5
2-13-4 Cunningtoniceras takahashii 実物 13×18×5 Cen 岡島 孝義 氏 図版17-6
2-13-5 Mikasaites orbicularis 実物 6×10×6 Cen 岡島 孝義 氏 図版17-7
2-13-6 Hypoturrilites komotai 実物 12×12×10 Cen 岡島 孝義 氏 図版17-8
2-13-7 Eogunnarites  sp. 実物 6×6×3 Cen 岡島 孝義 氏 図版18-1
2-13-8 Austiniceras  sp. 実物 15×17×13 Cen 岡島 孝義 氏 図版18-2
2-13-9 Turrilites costatus 実物 10×20×12 Cen 岡島 孝義 氏 図版18-3

2-13-10 Nipponites mirabilis 
Mesopuzosia pacifica 実物 20×27×10 Tu 岡島 孝義 氏 図版18-4

2-13-11 Eubostrychoceras japonicum
Scalarites  sp. 実物 52×30×15 Tu 岡島 孝義 氏 図版18-5

2-13-12 Eupachydiscus  sp. 実物 21×30×16 Sa 岡島 孝義 氏 図版18-6
2-13-13 Nautilidae 実物 16×20×7 Sa 岡島 孝義 氏 図版18-7
2-13-14 Scalarites  sp. 実物 14×20×10 Tu 岡島 孝義 氏 図版18-8
2-13-15 Gaudryceras intermedium 実物 18×22×15 Tu 岡島 孝義 氏 図版19-1
2-13-16 Romaniceras  sp. 実物 14×28×15 Tu 岡島 孝義 氏 図版19-2
2-13-17 Hyphantceras  sp. 実物 7×20×8 Sa 岡島 孝義 氏 図版19-3
2-13-18 Peroniceras  sp. 実物 25×30×8 Sa 岡島 孝義 氏 図版19-4
2-13-19 Forresteria  sp. 実物 20×27×15 Tu 岡島 孝義 氏 図版19-5
2-13-20 Nipponites mirabilis 実物 11×10×7 Tu 岡島 孝義 氏 図版19-6
2-14 私の自慢・思い出のアンモナイト パネル A4 - - 　

2-14-1 Tetragonites glabrus
Yezoites  sp. 実物 8×7×8 Sa 加藤 慎也 氏 図版19-7

2-14-2 Anagaudryceras limatum 実物 12×4×18 Con 加藤 慎也 氏 図版19-8
2-14-3 Anagaudryceras limatum 実物 22×18×19 Con 加藤 慎也 氏 図版20-1
2-14-4 Tetragonites glabrus 実物 18×18×14 Con 加藤 慎也 氏 図版20-2
2-14-5 Inoceramus  sp. 実物 9×13×19 UC 加藤 慎也 氏 図版20-3
3-0 アンモナイトと関わる人々 　 　 　 　 　
3-0-1 化石と関わる人々 パネル A1 - - -
3-1 博物館職員のお仕事　その1 パネル A1 - - -
3-1-1 Mesopuzosia indopacifica 実物 14×12×7 Tu-Con 北海道博物館（113146） -
　 　 　 　 　 　 　

北海道博物館研究紀要　第8号　2023年

156



Title:06- 圓谷 .indd　p157　2023/03/22/ 水 17:23:27

番号 資料・パネル名 種類 サイズ
（縦×横×高）cm 時代 所蔵機関・所蔵者

（収蔵番号） 図版番号

3-1-2 Mesopuzosia takahashii 実物 19×15×6 Tu 北海道博物館（113147） -
3-1-3 Scalarites scalaris 実物 13×13×5 Tu 北海道博物館（113211） -
3-1-4 Baculites yokoyamai 実物 12×8×4 Tu 北海道博物館（113223） -
3-1-5 Neophylloceras ramosum 実物 15×11×5 Tu-Cam 北海道博物館（113324） -
3-1-6 Yezoites puerculus 実物 11×9×4 Tu 北海道博物館（113397） -
3-1-7 Yokoyamaoceras ishikawai 実物 11×11×7 Sa-Cam 北海道博物館（113419） -
3-1-8 Damesites ainuanus 実物 19×9×8 Tu 北海道博物館（113446） -
3-1-9 Patagiosites compressus 実物 30×15×13 Ma 北海道博物館（113478） -
3-1-10 Hauericeras angustum 実物 16×15×8 Sa-Cam 北海道博物館（113477） -
3-1-11 Barroisiceras onilahyense 実物 4×2×2 Con 北海道博物館（113169） -
3-1-12 Polyptychoceras yubarense 実物 17×7×5 Sa-Cam 北海道博物館（113217） -
3-1-13 Ammonoceratites ezoense 実物 19×14×7 Al 北海道博物館（113432） -
3-1-14 Mantelliceras saxbii 実物 12×8×4 Cen 北海道博物館（113181） -
3-1-15 Jimboiceras planulatiforme 実物 17×14×5 Tu 北海道博物館（113145） -
3-1-16 Jimboiceras mihoense 実物 18×14×6 Con 北海道博物館（61466） -
3-1-17 Texanites kawasakii 実物 15×12×5 Sa 北海道博物館（62014） -
3-1-18 Anagaudryceras howarthi 実物 13×12×8 Tu 北海道博物館（68021） -
3-1-19 Hyperpuzosia tamon 実物 44×37×18 Al 北海道博物館（-） -
3-1-20 Menuites naumanni 実物 13×11×9 Cam 北海道博物館（62023） -
3-1-21 Menuites japonicus 実物 4×4×3 Sa-Cam 北海道博物館（62016） -
3-1-22 Sciponoceras  sp. 実物 19×12×7 UC 北海道博物館（72094） -
3-1-23 Hauericeras angustum 実物 12×10×4 Sa-Cam 北海道博物館（62018） -
3-1-24 Metaplacenticeras subtilistriatum 実物 3×2×9 Cam 北海道博物館（72064） -
3-1-25 Metaplacenticeras subtilistriatum 実物 5×4×2 Cam 北海道博物館（72061） -
3-1-26 Metaplacenticeras subtilistriatum 実物 5×3×3 Cam 北海道博物館（72062） -
3-2 化石ってどうやって探すの？　その1 パネル A1 - - -
3-3 化石ってどうやって探すの？　その2 パネル A1 - - -
3-4 学芸員のお仕事　その2 パネル A1 - - -
3-4-1 ルートマップ 実物 A4 - 個人蔵 -
3-4-2 野帳 実物 16×9 - 個人蔵 -
3-4-3 Mesopuzosia yubarensis 実物 11×10×8 UC 個人蔵 -
3-4-4 Gaudryceras  sp. 実物 14×13×3 UC 個人蔵 -
3-4-5 ノジュール 実物 15×10×9 UC 個人蔵 -
3-4-6 クリノメーター 実物 10×6×2 - 個人蔵 -
3-4-7 ピックハンマー 実物 32×18×3 - 個人蔵 -
3-4-8 クラックハンマー 実物 28×12×3 - 個人蔵 -
3-4-9 ルーペ 実物 5×3×2 - 個人蔵 -
3-5 化石会の活動 パネル A1 - - -
3-6 化石会活動年表 パネル A1 - - -
3-7 一年間の活動 パネル A1 - - -
3-7-1 年賀状 実物 14.8×10.0 - 個人蔵　*3点展示 -
3-8 化石会の会員ってどんな人？ パネル A1 - - -
3-9 アンモナイトとの出会いとその魅力 パネル A1 - - -
3-10 化石の探し方 パネル A1 - - -
3-11 持ち帰る化石と保管方法 パネル A1 - - -
3-12 化石会加入のきっかけと変化 パネル A1 - - -
4-1 北海道恐竜化石ネットワーク研究会 パネル A2 - - -

4-1-1 北海道恐竜化石ネットワーク研究会の構成施設等の紹
介コーナー パネル - - - -

4-2 異常巻きアンモナイト3D化石図鑑 パネル A2 - - -
4-2-1 Nipponites occidentalis 実物 5×7×7 Tu-Con 北海道博物館（35129） -
4-2-2 Nipponites mirabilis 実物 13×13×8 Tu 北海道博物館（35126） -
4-2-3 Nipponites mirabilis 実物 9×7×5 Tu 北海道博物館（113389） -
4-2-4 Nipponites bacchus 実物 5×8×6 Tu-Con 北海道博物館（185188） -
4-3 おわりに パネル A2 - - -
　 　 　 　 　 　 　

圓谷昂史ほか　北海道博物館第19回企画テーマ展・北海道化石会発足50周年記念展﻿の報告
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Report on the Hokkaido Museum’s 19th Special Theme Exhibition, 
“Living with Ammonites: 50 Years of Progress and from Now On,” 
Commemorating the 50th Anniversary of the Hokkaido Fossil 
Association.

EN’YA Takafumi, KUBOMI Koh and OMAGARI Kaori

�

The Hokkaido Fossil Association was founded in 
1970 by fossil enthusiasts living mainly in Hokkaido 
with the aim of enhancing accurate knowledge 
and understanding of ammonites and other fossils 
occurred from Hokkaido as well as promoting inter-
action among members, and other activities. The 
Hokkaido Fossil Association not only collects fossils, 
but also undertakes initiatives to utilize these fossils 
in exhibitions and educational outreach at muse-
ums and other facilities throughout Hokkaido. The 
Hokkaido Museum and the Hokkaido Fossil Associa-
tion have collaborated and cooperated with each 
other since the association’s inception. This paper 
is a report on the exhibition, which was jointly held 
from February to May 2022.

The unique features of this exhibition are that in 
addition to curators specializing in earth science 

providing explanations of ammonites from the view 
point of the geology and paleontology, the curator 
specializing in folklore focus on “people associated 
with ammonites”, focusing on individual members 
of the Hokkaido Fossil Association. With the aim of 
familiarizing visitors with fossils as well as the activities 
of the Hokkaido Fossil Association and the museum, 
we introduced a new approach involving display-
ing fossils that members have strong ties to, stories 
about these fossils, how members became inter-
ested in fossils, and behind-the-scenes stories about 
methods for preparation work of fossils and preser-
vation. We conducted a questionnaire survey for 
visitors during the exhibition. As a result, about 90% 
of them were very satisfied or satisfied with the ex-
hibition.

MUSEUM ACTIVITIES

EN’YA Takafumi and KUBOMI Koh : Natural History Group, Research Division, Hokkaido Museum
OMAGARI Kaori : Folk Life and Industrial History Group, Research Division, Hokkaido Museum
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